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令和６年度 上勝町教育文化関係表彰の受賞について
　令和７年３月、上勝小学校４名の児童が、上勝町教育文化関係表彰の芸能文化功労表彰と、社会教育
功労表彰のそれぞれの分野で受賞されました。県下競技会（県大会以上）で優勝する等、優秀な成績を
収められ、他の模範となり町の発展に寄与されました。今後におきましても健康に留意し、ご研鑽に努
められご活躍されますことを祈念いたします。おめでとうございました。 （上勝町教育委員会）

谷岸 ヒサヱさん  満100歳おめでとうございます！
　令和７年４月13日、谷岸ヒサヱさん（旭）がめでたく満100歳になられ、入所されている高齢者施設
において、お祝いのセレモニーが開催されました。
　徳島県並びに上勝町から祝い状と記念品が贈呈されました。施設で用意されたくす玉を割り、ケーキ
のろうそくを吹き消すなどお元気な様子を見せてくれました。駆けつけた息子さんや施設の方に囲まれ
笑顔あふれるひとときとなりました。

【芸能文化功労表彰】（児童の学年は令和６年度の学年です。）
上勝小学校２年生：前田琴音さん
（令和６年度 日本治山治水協会「山地災害防止標語及び写真コンクール」標語部門：優秀賞）

【社会教育功労表彰】（児童の学年は令和６年度の学年です。）
上勝小学校６年生：久保慶典さん（第１回「徳島こどもメディカルラリー知事杯」：優勝）
上勝小学校６年生：大高璃子さん（第１回「徳島こどもメディカルラリー知事杯」：優勝）
上勝小学校５年生：西　隼桃さん（第１回「徳島こどもメディカルラリー知事杯」：優勝）
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７
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４
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６
日
〜
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ま
で
の
間
、
春
の
全
国
交
通
安

全
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
町
で
は
、
15
日
の
早
朝
に

大
字
福
原
の
い
っ
き
ゅ
う
茶
屋

周
辺
に
て
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
を
実
施
。
チ
ラ
シ
等
の
配

布
と
声
か
け
で
、
交
通
安
全
意

識
の
高
揚
を
は
か
り
ま
し
た
。

　
「
阿
波
の
道　

ゆ
ず
る
心
と　

待
つ
ゆ
と
り
」
を
テ
ー
マ
に
、

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
全
席
着
用
・

飲
酒
運
転
の
根
絶
・
高
齢
者
や

子
ど
も
に
配
慮
あ
る
運
転
で
、

事
故
の
な
い
明
る
い
町
を
作
り

ま
し
ょ
う
。

　

朝
早
く
か
ら
参
加
し
て
い
た

だ
い
た
、
小
松
島
警
察
署
、
交

通
安
全
協
会
福
原
分
会
・
高
鉾

分
会
、
地
域
の
安
全
を
守
る
会

の
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
町
は
交
通
死
亡
事

故
ゼ
ロ
日
数
1
0
0
0
日
を
達

成
し
、
県
交
通
安
全
対
策
協
議

会
長
よ
り
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
日

頃
か
ら
の
尽
力
と
ご
協
力
に
よ

る
も
の
で
す
。
今
後
も
、
車
の

運
転
手
は
安
全
運
転
を
心
が
け
、

自
転
車
や
歩
行
者
も
事
故
に
あ

わ
な
い
よ
う
、
引
き
続
き
交
通

安
全
を
推
進
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。 

（
総
務
課
）

令和７年度　上勝町役場令和７年度　上勝町役場

新規採用職員を紹介します。
【住民課】 竹 内 佑 礎（30歳）
・出身：小松島市和田島町
・趣味：筋トレ、読書
　上勝町の皆様、初めまして。
４月１日より新規採用職員として住民課に配属
となりました、竹内佑礎と申します。
　上勝町のことでわからないことも沢山あり、ご
迷惑をおかけすることもあるかと思いますが、一
つ一つ覚えていきますのでご教示いただければと思
います。
　上勝町の皆様がより良い生活ができるよう精一
杯頑張りたいと思いますので、よろしくお願いい
たします。

【税務課】 宮 本 翔 馬（23歳）
・出身：徳島市大原町
・趣味：車、バイク
　上勝町の皆様、はじめまして。4月より新規採
用職員として税務課に配属になりました、宮本翔
馬と申します。日本の原風景ともいえる豊かな自
然に恵まれ、活気あふれる町民の皆様の元で仕事
ができることを大変うれしく思います。上勝町に
ついてまだまだわからないことだらけでご迷惑を
おかけすることもあると思いますが、少しでも町
に貢献できるように一生懸命頑張りますので、ど
うぞよろしくお願いいたします。

たけ うち ゆう き みや もと しょう ま



令
和
７
年
度

当
初
予
算

　令和７年度上勝町当初予算が３月定例議会
において承認されました。一般会計予算は、
37億2,000万円で前年度比４億9,000万円増、
15.2％増となっています。また、７つの特別
会計予算の合計は、７億5,088万７千円で、
前年度比3,026万円減、3.9％減となっていま
す。簡易水道事業会計は令和６年度から公営
企業会計（法適用）に移行しています。
　一般会計における主な増加の要因は、自治
体システム標準化業務委託料、八重地地区簡
易給水施設整備事業、傍示分団詰所整備事業、
森林基盤整備事業、国土調査事業等の増によ
るものです。
　歳入については、地方交付税は前年度より
１億円増の12億円を計上、財政調整基金繰
入金は前年度より4,000万円多い、７億9,000
万円を計上しています。
　地方債は、八重地地区簡易給水施設整備事
業、傍示分団詰所整備事業等の増により前年
度に比べ１億430万円多い４億4,860万円を
計上しています。
　歳出については、義務的経費（人件費、扶
助費、公債費）が12億9,151万円（前年度比
10.9％増）となっています。
　また、投資的経費（普通建設事業費、災害復
旧事業費）は、８億3,548万円（前年度比20.0
％増）となっています。
　その他の経費（物件費、補助費等、繰出金等）
は、15億9,301万円（前年度比16.3％増）と
なっています。
　 特別会計は、特定の事業にともなう保険
料や使用料などによって事業を行うための会
計でお金の流れを分かりやすくするために一
般会計とは区別しています。

令和７年度　会計別予算の概要

当初予算に計上された主な事業（一般会計）
電源立地地域対策交付金事業 
自治体システム標準化業務 
ふるさと納税謝礼 
特定地域づくり事業 
美しい集落再生プラン支援補助事業 
町制70周年記念事業 
町営バス運行事業 
地域おこし協力隊活動事業 
町長･町議会議員補欠選挙費 
参議院議員通常選挙費 
出生祝い金事業 
保育園階段ポーチ改修等工事 
保育園運営事業 
放課後児童健全育成事業 
学童保育運営費補助事業 
救急患者補助事業 
救急医療対策病院群輪番制運営事業 
母子保健事業 
健康増進事業 
予防接種事業 
一般廃棄物中間処理補助業務 
合併処理浄化槽設置事業 
中山間地域直接支払交付金事業 
多面的機能支払交付金事業 
国土調査事業費 
森林経営管理事業 
有害鳥獣捕獲奨励金 
八重地地区簡易給水施設整備事業 
森林基盤整備事業（林道開設工事） 
県単林道事業 
県単治山事業 
雇用推進事業 
町道維持補修工事 
社会資本整備総合交付金事業（道路改良） 
道路メンテナンス事業 
地方創生道整備交付金事業 
町営住宅整備事業 
耐震性貯水槽整備事業 
傍示分団詰所整備事業 
小中学校入学祝金 
スクールバス運行業務 
小中学校GIGAスクールタブレット購入事業 

5,000 
206,762 
5,000 
5,723 
20,350 
2,650 
38,929 
61,099 
13,910 
4,179 
1,800 
14,210 
72,297 
12,068 
2,330 
11,788 
2,446 
5,409 
5,406 
12,293 
18,208 
2,620 
26,304 
1,647 
95,848 
25,282 
13,000 
83,000 
155,000 
9,975 
24,065 
12,000 
10,000 
100,000 
70,000 
30,000 
90,548 
26,840 
59,326 
800 
8,336 
6,554  

区　　　　 分 本年度予算額 前年度予算額 対前年度増減率

一般会計
特別会計
国民健康保険事業勘定会計
介 護 保 険 会 計
上 勝 町 診 療 所 会 計
福 原 診 療 所 会 計
奨 学 資 金 会 計
後 期 高 齢 者 医 療 会 計
高 鉾 財 産 区 会 計
公営企業会計

簡易水道事業会計
・収入額
・支出額

１．
２．

３．

3,720,000

214,000
337,908
121,000
20,000
2,040
52,939
3,000

70,602
73,259 

3,230,000

230,000
349,000
126,102
20,612
1,656
50,477
3,300

69,567
70,508

15.2

△ 7.0
△ 3.2
△ 4.0
△ 3.0
23.2
4.9

△ 9.1

1.5
3.9



自主財源
37.9%

歳入歳出予算構成（一般会計）用語解説
自主財源

依存財源

義務的経費

投資的経費

その他の経費

歳入
37億

2,000万円

歳出
37億

2,000万円

歳出
37億

2,000万円

義務的経
費
34.7%

依
存
財
源

62
.1%

そ
の
他
の
経
費

42
.9%

町税

繰入金
8億7,451万7千円

23.4%

固定資産税 1億2,716万5千円
町民税 4,656万6千円
軽自動車税 832万1千円
町たばこ税 186万5千円
入湯税 283万4千円

1億8,675万1千円  4.9%

分担金及び負担金 3,307万2千円
使用料 4,013万5千円
諸収入 2億956万4千円
財産収入 2,252万2千円
繰越金 1,514万8千円
寄付金 2,510万3千円
手数料 2,02万3千円

3億4,756万7千円  9.4%

地方譲与税 9,869万9千円
地方消費税交付金 3,000万円
環境性能割交付金 350万円
法人事業税交付金 241万7千円
利子割交付金 10万円
地方特例交付金 5万円
配当割交付金 5万円
株式等譲渡所得割交付金 5万円
交通安全対策特別交付金 1千円

1億3,486万7千円  3.7%

 積立金　　　1億2,031万円6千円
 維持補修費 　　　　　　1,912万
投資及び出資貸付金　　3,72万円
予備費 　　　　　　　　1,493万

1億5,808万6千円  4.2%

歳入状況

性質別歳出の状況

目的別歳出の状況

地方交付税
12億円
32.3%

国・県支出金
5億2,769万8千円

14.2%

国・県支出金
5億2,769万8千円

14.2%

国・県支出金
5億2,769万8千円

14.2%

町債
4億4,860万円
12.0%

町債
4億4,860万円
12.0%

町債
4億4,860万円
12.0%

投資的経費
22.4%
投資的経費
22.4%
投資的経費
22.4%

予備費  1,493万円  0.5%教育費  1億7,326万9千円  4.7%

衛生費
2億1,992万5千円 5.9%

消防費  1億4,643万9千円  3.9%
議会費  5,108万8千円  1.4%

商工費  3,127万4千円  0.8%

人件費
5億3,595万4千円

14.4%

公債費　
4億3,221万8千円

11.6%

公債費　
4億3,221万8千円

11.6%

公債費　
4億3,221万8千円

11.6%

扶助費　
3億2,333万8千円

8.7%

扶助費　
3億2,333万8千円

8.7%

扶助費　
3億2,333万8千円

8.7%

物件費
9億3,002万1千円

25.0%

物件費
9億3,002万1千円

25.0%

物件費
9億3,002万1千円

25.0%

補助費等
3億249万3千円

8.1%

補助費等
3億249万3千円

8.1%

補助費等
3億249万3千円

8.1%

 繰出金  2億241万円  5.4% 繰出金  2億241万円  5.4% 繰出金  2億241万円  5.4%

普通建設事業費
7億9,520万9千円

21.5%

災害復旧事業  4,027万円1千円  1.0%

総務費
9億1,980万2千円

24.7%

民生費
5億8,341万2千円

15.7%

公債費
4億3,221万8千円

11.6%
農林水産業費
6億5,265万9千円

17.5%土木費
4億5,471万3千円

12.2%

災害復旧費  4,027万1千円  1.1%



上勝町役場職員配置状況
R７．４．１現在

※（兼）…兼務　※（任）…任期付職員　※（再）…再任用職員　※（会）…会計年度任用職員
※（非）…非常勤特別職
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林
七
波

村
田
麻
人

笹
尾
高
七

久
米
繁
樹

斎
藤
吾
郎

吉
積
弘
成

後
藤
和
訓

高
木
勝
己

伊
藤
好
美

立
石
正
和

上
原　

浩

葉
利
裕
史

福
田
耕
大

多
田
光
利

中
村
真
紀
子

久
保
昌
弘

清
田
祐
志

井
本
直
幸

田
村
真
一

浅
野　

豪

新
開
大
夢

坂
本
風
音

小
笠
裕
幸

阿
部
順
子

会
計
管
理
者
兼
室
長

主

幹

課

長

課

長

補

佐

主
事（
徳
島
滞
納
整
理
機
構
派
遣
）

主

事

主

事

補

主

事

補

参
事
兼
課
長

課

長

補

佐

主

事

主

事

主

事

補

主

事

主

事

主

事

補

支

所

長

主

幹

支
所
長
補
佐

主

事

主

事

補

事
務
補
助
員（
会
）

所

長

所

長

事
務
長（
主
幹
）

看

護

師

長

理
学
療
法
士

主
任
看
護
師

主
任
看
護
師

看

護

師（
会
）

医
療
専
門
事
務
員（
会
）

医
療
事
務
補
助
員（
会
）

所

長

事　

務　

長（
主
幹
）

看

護

師

長

理
学
療
法
士

主
任
看
護
師

主
任
看
護
師

看　

護　

師（
会
）

医
療
専
門
事
務
員（
会
）

医
療
事
務
補
助
員（
会
）

事

務

局

長

主

幹

局

長

補

佐

主

事

主

事

補

社
会
教
育
指
導
員（
非
）

事
務
補
助
員（
会
）

課

長

主

席

保

健

師

保

健

師

事

務

主

任

主

事

主

事

主

事

補

救
急
患
者
輸
送
員（
会
）

救
急
患
者
輸
送
員（
会
）

救
急
患
者
輸
送
員（
会
）

救
急
患
者
輸
送
員（
会
）

課

長

主

幹

課

長

補

佐

主

席

事

務

主

任

主

事

補

建
設
専
門
職
員（
任
）

建
設
専
門
職
員（
任
）

労

務

員（
会
）

労

務

員（
会
）

労

務

員（
会
）

参
事
兼
事
務
局
長

事
務
補
助
員（
会
）

課

長

課

長

補

佐

課

長

主

幹

主　
　
　
　

席（
再
）

係

長

事

務

主

任

主

事

主

事

補

防
災
専
門
職
員（
任
）

用　

務　

員（
再
）

首　

長　

等

本　
　
　

庁

出　

納　

室

総　

務　

課

議
会
事
務
局

支　
　
　

所

教
育
委
員
会

診　

療　

所

教
育
委
員
会

上
勝
町
診
療
所

福
原
診
療
所

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

住　

民　

課

産　

業　

課

税　

務　

課

建　

設　

課

企
画
環
境
課



上勝町役場の主な業務

本　
　
　
　

庁

診
療
所

教
育
委
員
会

支
所

町行政に関する会計事務出　納　室

町議会･監査委員･高鉾財産区の運営議会事務局

地方税の賦課・収納・住民税の申告相談・国民健康保険
税務関係の証明書

税　務　課

まちづくり・ごみ処理・ゼロ・ウェイスト・広報
空家・移住対策・集落再生・ふるさと納税・再生可能エネルギー

企画環境課

農業振興・林業振興・商工振興・観光振興・有害鳥獣・農業委員会産　業　課

総合支所窓口　　行政事務全般支　　　所

医科診療・歯科診療・理学療法・薬剤・医療事務上勝町診療所

医科診療・薬剤・医療事務福原診療所

小学校用務小　学　校

中学校用務中　学　校

学校給食の運営学校給食センター

教育委員会・社会教育・学校教育・社会体育・高齢者教室・通学バス
町営バス・文化財

教育委員会

町道・林道・耕地・災害復旧・国土調査・簡易水道・町営住宅建　設　課

儀式・表彰・法令・重要施策・行政改革・行政評価・消防・防災・放送
人事・給与・選挙・統計・情報公開・地域情報政策・交通安全・防犯
予算・決算・地方交付税・地方債・公有財産・施設管理・公用自動車

総　務　課

戸籍・住民基本台帳・人権擁護・社会福祉・高齢者福祉・障害者福祉
児童福祉・保健衛生・介護保険・後期高齢者医療保険

住　民　課



　SMFLみらいパートナーズ株式会社
取締役社長　上田　明　様（東京都千代田区）

　「上勝町まち・ひと・しごと創生推進事業」（持続可能な暮らしやすい魅力的な地域づくり事業）
にご寄附いただきました。
　ご寄附の意思に添えるよう、有効に活用させていただきます。
　格別のご芳志、誠にありがとうございました。

上勝町にご寄附いただきました

　総務省が推進する「地域活性化起業人（企業
人材派遣制度）」の制度を活用して、一般社団法
人INAHOIROと協定書を締結し、４月１日から瀬
野尾友美さんが活動を開始しました。
　瀬野尾さんは、派遣元企業の身分を有したま
ま上勝町へ派遣され、企業のノウハウや知見を
活かし、上勝町が目指す持続可能な魅力的な町
づくりや地域経済の活性化及び地方創生の推進
に関する業務に従事されます。任期は１年間（＊
最大３年間の延長あり）、配属先は上勝町役場企
画環境課で主な業務は「移住関連施策」の戦略
設計やPR、それに伴う資金調達などに取り組み
ます。どうぞよろしくお願いいたします。

『上勝町地域活性化起業人』が着任しました！

　お世話になります。
　この度、地域活性化起業人として上勝町役場企画環境課に着任いたしました、瀬野尾友美と
申します。
　昨年３月に東京都から上勝町へ移住し、現在は藤川地区で暮らしています。４月１日より役
場では、「移住者促進」と「資金調達」を主なテーマに、町への移住希望者が安心して定着でき
る環境づくりや、新たな財源を呼び込むための戦略策定に取り組んでまいります。
　移住後の１年間では、町内のソフトバレーや秋祭り、農作業やお茶摘みのお手伝いなど、さ
まざまな活動に参加させていただきました。その中で、町の皆さまから多くのことを楽しく教
えていただき、交流の輪を広げることができました。移住者をあたたかく迎えてくださる皆さ
まの姿勢に、上勝町の住みやすさを日々実感しています。ありがとうございます！
　一方で、移住者の定着にはまだまだ課題もあると感じています。横のつながりが強い町だか
らこそ、町民と移住者がともに心地よく暮らせる環境をつくっていけるよう、皆さまのお力添
えをいただきながら、少しでもお役に立てるよう努めてまいります。
　これからどうぞよろしくお願いいたします。

企業版ふるさと納税寄附金

あいさつ

せ の お とも み



　

令
和
４
年
６
月
よ
り
「
環
境

と
ま
ち
づ
く
り
」
の
地
域
お
こ

し
協
力
隊
と
し
て
活
動
し
て
い

る
片
桐
で
す
。
早
い
も
の
で
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
の

任
期
も
今
月
で
満
了
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
ご
指
導
い
た

だ
い
た
皆
様
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
令
和
６
年

度
は
、
主
に
、
前
年
ま
で
の
活

動
を
踏
ま
え
つ
つ
下
記
の
と
お

り
活
動
し
ま
し
た
。

活
動
①
：
協
働
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
活
動
（
人
を
つ
な
ぐ
）

・「
郷
の
元
気
」
が
お
こ
な
っ

た
棚
田
オ
ー
ナ
ー
制
度
や
徳

島
市
内
の
子
ど
も
食
堂
と
の

協
働
イ
ベ
ン
ト
、
徳
島
県
主

催
の
農
山
漁
村（
ふ
る
さ
と
）

応
援
し
隊（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

受
け
入
れ
な
ど
の
運
営
補
助

・「
か
み
か
つ
棚
田
未
来
づ
く

り
協
議
会
」が
実
施
し
た「
か

み
か
つ
棚
田
ウ
エ
ブ
談
議

所
」
に
よ
る
「
か
み
か
つ
ユ

ネ
ス
コ
Ｍ
Ａ
Ｂ（
Ｂ
Ｒ
）
勉

強
会
」
の
開
催
支
援
、
お
よ

び
、
そ
の
後
の
活
動
組
織
体

づ
く
り
支
援

・
合
意
形
成
技
術
を
学
ぶ
連
続

講
座
の
受
講　

な
ど

活
動
②
：
企
画
・
実
施
（
事
業

を
考
え
実
践
す
る
）

・「
か
み
か
つ
棚
田
未
来
づ
く

り
協
議
会
」
の
ふ
る
さ
と
納

税
の
返
礼
品
登
録
に
関
す
る

各
種
調
整

・「
山
の
カ
フ
ェ
」
イ
ベ
ン
ト

や
東
京
（
エ
コ
プ
ロ
２
０
２

４
な
ど
）
で
の
棚
田
や
特
産

品
の
Ｐ
Ｒ　

な
ど

活
動
③
：
地
域
共
同
研
究
（
研

究
す
る
・
論
文
を
書
く
）

・
徳
島
県
下
に
お
け
る
地
域
計

画
に
関
す
る
学
術
報
告
の
執

筆
な
ど

　

そ
の
他
に
も
古
米
を
活
用
し

た
玄
米
デ
カ
フ
ェ
の
製
造
販
売

や
、
徳
島
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
財
団

の
立
ち
上
げ
に
関
す
る
活
動
支

援
、
農
林
水
産
省
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
な
ど
の
視
察
対
応
な
ど
を
お

こ
な
い
ま
し
た
。
任
期
満
了
後

も
、
上
勝
町
で
生
活
を
続
け
て

い
き
ま
す
の
で
、
皆
様
、
引
き

続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

○
対
話
な
く
し
て
持
続
な
し

　

持
続
的
な
地
域
づ
く
り
で
対

話
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い

ま
す
。
過
疎
・
高
齢
化
が
す
す

む
人
口
減
少
地
こ
そ
、
対
話
を

基
礎
と
し
た
協
働
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
ト
活
動
の
展
開
が
重
要
で
す
。

○
支
援
事
業
所
の
支
援
活
動

　

次
の
活
動
を
支
援
し
て
い
ま

す
。

・
活
動
１　

上
勝
町
ま
ち
づ
く

り
で
の
自
立
型
協
働
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
ト
活
動

・
活
動
２　

上
勝
町
ま
ち
づ
く

り
で
の
事
業
の
企
画
・
実
施

隊

地
域
お
こ
し
協
力

有
限
会
社　

環
境
と
ま
ち
づ
く
り

取
締
役　

澤
田
俊
明

支
援
事
業
者

活
動
報
告
と

新
年
度
の
抱
負

　

今
年
度
は
８
名
の
協
力
隊
が
活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
協
力
隊
と
支
援
事
業
者
の
方
か
ら
、
旧
年
度

の
活
動
報
告
と
新
年
度
の
抱
負
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
上
勝
町
の
課
題
解
決
・
未
来
づ
く
り

に
寄
与
す
る
た
め
の
地
域
共
同
研
究
、

Ｏ
Ｊ
Ｔ（O

n The Job Training

）
に

よ
る
、
上
勝
町
ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る

自
立
型
協
働
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
目

指
し
た
活
動
等
、（
有
）環
境
と
ま
ち
づ
く

り
を
拠
点
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
活
動
】

地
域
お
こ
し
協
力
隊　

片
桐  　
悠



　

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。

　

上
勝
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊

と
し
て
活
動
し
て
い
る
河
野
孝

で
す
。
協
力
隊
と
し
て
の
活
動

も
昨
年
度
で
２
年
目
と
な
り
ま

し
た
。
地
域
の
方
々
に
支
え
ら

れ
な
が
ら
、「KINOF

」や「KEETO

」

と
い
っ
た
地
元
資
源
を
活
か
し

た
取
り
組
み
を
中
心
に
活
動
を

続
け
参
り
ま
し
た
。
昨
年
度
活

動
の
主
な
内
容
は
次
の
様
に
な

り
ま
す
。

１
．
展
示
即
売
会
へ
の
出
展

・
東
京
ス
ピ
ニ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ

ー
（
横
浜
）

・
装
い
の
庭
（
東
京
）

　

首
都
圏
で
開
催
さ
れ
た
２
つ

の
展
示
即
売
会
に
出
展
し
、

「KIN
O
F

」 

お
よ
び 「KEETO

」

の
魅
力
を
直
接
お
客
様
に
お
届

け
し
ま
し
た
。
都
市
部
の
消
費

者
に
と
っ
て
「
杉
で
で
き
た
布

や
糸
」
は
ま
だ
ま
だ
新
し
い
存

在
で
す
。
ブ
ー
ス
に
立
ち
寄
ら

れ
た
方
か
ら
は
、「
こ
ん
な
に

柔
ら
か
い
と
は
思
わ
な
か
っ

た
」
な
ど
、
驚
き
と
興
味
の
声

を
多
く
い
た
だ
き
、
ブ
ラ
ン
ド

の
手
応
え
を
強
く
感
じ
る
場
と

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
直
接
の
販
売
活
動
だ

け
で
な
く
、
出
展
を
通
じ
て
バ

イ
ヤ
ー
や
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
の
新

た
な
接
点
が
生
ま
れ
、
今
後
の

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
販
路
拡

大
に
向
け
た
大
き
な
一
歩
と
な

り
ま
し
た
。

２
．PO

P UP W
O
RK SH

O
P 

の
実
施
（
原
宿
）

　
東
京
・
原
宿
に
て
、「KEETO

」

の
糸
を
使
っ
た
体
験
型
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
ニ
ッ
ト
リ
ン
グ
デ
ザ

イ
ナ
ー
の
方
と
藍
染
め
作
家
の

方
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
っ
て
実
現
し
た
、
こ
れ
ま
で

に
な
い
新
し
い
形
式
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
す
。参
加
者
に
は
、

上
勝
町
産
の
杉
を
原
料
に
し
た

糸
「KEETO

」
を
使
っ
て
リ

ン
グ
状
の
編
み
物
を
手
作
業
で

編
ん
で
い
た
だ
き
、
そ
の
後
、

藍
染
め
に
よ
っ
て
自
分
だ
け
の

一
点
物
に
仕
上
げ
る
と
い
う
内

容
で
し
た
。
編
む
と
い
う
手
仕

事
と
、
染
め
と
い
う
伝
統
技
法

が
一
つ
の
体
験
の
中
に
詰
ま
っ

て
お
り
、
素
材
の
魅
力
だ
け
で

な
く
「
手
間
を
か
け
る
こ
と
の

楽
し
さ
」
を
感
じ
て
も
ら
え
る

機
会
に
な
り
ま
し
た
。

３
．
外
部
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
のKINOF

新
ア
イ
テ
ム
の
企
画
運
営

　
よ
り
多
く
の
人
に
「KINOF

」

を
届
け
る
た
め
に
、
外
部
の
デ

ザ
イ
ナ
ー
と
連
携
し
、
新
た
な

商
品
開
発
に
も
取
り
組
み
ま
し

た
。
普
段
と
は
異
な
る
視
点
や

感
性
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、

こ
れ
ま
で
に
な
い
ア
イ
テ
ム
や

デ
ザ
イ
ン
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
り

ま
す
。
素
材
提
供
か
ら
試
作
、

意
見
交
換
、
改
善
の
プ
ロ
セ
ス

を
重
ね
る
中
で
、「KINOF

」
が

単
な
る
〝
布
〞で
は
な
く
、〝
上

勝
の
物
語
を
編
む
素
材
〞
と
し

て
再
定
義
さ
れ
る
よ
う
な
感
覚

が
あ
り
ま
し
た
。今
後
の
完
成
・

発
表
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て

お
り
、
さ
ら
な
る
ブ
ラ
ン
ド
の

進
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

４
．KINOF

・KEETO

の
提
案

用
叩
き
台
サ
ン
プ
ル
の
作
製

　

企
業
や
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
販
売

先
へ
提
案
を
行
う
際
の
「
た
た

き
台
」
と
な
る
サ
ン
プ
ル
品
を

制
作
し
ま
し
た
。
実
物
が
あ
る

こ
と
で
提
案
が
よ
り
具
体
的
に

な
り
、
素
材
の
質
感
や
魅
力
が

伝
わ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
、
打
ち
合
わ
せ
の
中

で
そ
の
場
で
の
反
応
が
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
、
商
談
の
進
行

ス
ピ
ー
ド
も
向
上
す
る
こ
と
が

出
来
ま
す
。
ま
た
、
サ
ン
プ
ル

制
作
を
通
じ
て
、
改
め
て
素
材

の
特
性
や
加
工
法
へ
の
理
解
が

深
ま
り
、
商
品
開
発
の
基
盤
づ

く
り
と
し
て
も
大
き
な
意
味
を

持
つ
活
動
で
し
た
。

５
．
市
場
調
査

　

商
品
展
開
を
よ
り
的
確
に
進

め
る
た
め
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
リ
サ

ー
チ
も
積
極
的
に
行
い
ま
し
た
。

展
示
会
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
参

加
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
は
じ

め
、
類
似
ブ
ラ
ン
ド
や
価
格
帯

の
分
析
、
流
行
の
傾
向
な
ど
を

調
査
。
こ
れ
に
よ
り
、
タ
ー
ゲ

ッ
ト
層
の
ニ
ー
ズ
や
関
心
、
求

め
ら
れ
る
商
品
像
が
明
確
に
な

り
、
次
年
度
の
企
画
・
販
路
戦

略
に
活
か
せ
る
具
体
的
な
手
応

え
を
得
ま
し
た
。

・
活
動
３　

上
勝
町
ま
ち
づ
く

り
で
の
地
域
共
同
研
究

○
主
な
支
援
活
動
：
活
動
１

　

か
み
か
棚
田
未
来
づ
く
協
議

会
は
、
棚
田
・
里
山
の
保
全
・

活
用
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
協

議
会
の
支
援
活
動
と
し
て
、
①

ウ
ェ
ブ
＆
リ
ア
ル
談
義
所
の
開

催
、
②
談
義
所
で
の
地
域
の
将

来
の
姿
を
考
え
る
「
か
み
か
つ

ユ
ネ
ス
コ
Ｍ
Ａ
Ｂ
勉
強
会
」
等

の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

○
主
な
支
援
活
動
：
活
動
２

　

全
国
組
織
の
「
棚
田
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
と
連
携
し
て
、
東
京

ビ
ッ
ク
サ
イ
ト
で
の
エ
コ
プ
ロ

に
３
年
連
続
で
出
展
し
ま
し
た
。

本
出
展
は
、
か
み
か
つ
棚
田
未

来
づ
く
り
協
議
会
の
事
業
と
し

て
実
施
し
た
も
の
で
、
上
勝
町

の
棚
田
商
品
や
上
勝
町
紹
介
情

報
を
展
示
し
ま
し
た
。

○
主
な
支
援
活
動
：
活
動
３

　

全
国
で
進
め
ら
れ
て
い
る
農

地
の
地
域
計
画
の
課
題
に
つ
い

て
土
木
学
会
に
学
術
報
告
を
２

編
発
表
し
ま
し
た
。

　

協
力
隊
の
受
け
入
れ
期
間
は

６
月
末
ま
で
と
な
り
ま
す
が
、

環
境
と
ま
ち
づ
く
り
は
強
力
に

支
援
を
行
い
ま
す
。

【
上
勝
町
の
杉
の
木
を
原
料
と
し
た

「KEETO
/KIN
O
F

」
を
国
産
の
天
然
繊
維

ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
発
展
さ
せ
て
い
く
た

め
、新
製
品
企
画
開
発
、営
業
、素
材
研
究
、

情
報
発
信
、
展
示
会
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
補
助
等
、
及
び
自
社
農
園
の
農
作

業
補
助
、
調
理
補
助
等
、（
同
）す
ぎ
と
や

ま
を
拠
点
と
し
た
産
業
振
興
活
動
】

地
域
お
こ
し
協
力
隊　

河 

野　

  

孝



　

最
後
に
、
昨
年
度
も

「KINOF

」「KEETO

」
を

通
じ
て
、
上
勝
町
の
資
源

が
新
し
い
価
値
を
持
っ
て

町
外
の
人
々
と
つ
な
が
る

瞬
間
に
多
く
立
ち
会
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後

も
地
域
の
皆
さ
ま
と
協
力

し
な
が
ら
、
持
続
可
能
で

魅
力
あ
る
商
品
と
ス
ト
ー

リ
ー
を
届
け
て
ま
い
り
ま

す
。
今
年
度
は
、
い
よ
い

よ
協
力
隊
と
し
て
の
任
期

も
残
す
と
こ
ろ
半
年
ほ
ど

と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で

の
経
験
を
糧
に
、
最
後
ま

で
し
っ
か
り
と
地
域
に
貢

献
で
き
る
よ
う
励
ん
で
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 　

新
緑
が
美
し
い
季
節
と
な
り

ま
し
た
。
今
年
の
春
は
桜
が
長

く
楽
し
め
ま
し
た
が
、
朝
夕
に

は
ま
だ
寒
さ
を
感
じ
る
日
も
あ

り
ま
す
。上
勝
町
の
皆
様
に
は
、

日
々
の
ご
健
康
を
心
よ
り
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
事
業
所
は
、
上
勝
町
の
杉

の
木
を
使
っ
た
繊
維
製
品

「KINOF

」
や
糸
の
ブ
ラ
ン
ド

「KEETO

」
の
新
製
品
開
発
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
展
示
会
出

展
や
販
路
拡
大
に
注
力
し
て
い

ま
す
。
協
力
隊
員
の
受
け
入
れ

に
よ
り
、

地
域
の
特

性
を
活
か

し
た
も
の

づ
く
り
が

進
ん
で
い

ま
す
。
八

王
子
の
展

示
会
出
店

K
E
E
T
O

ブ
ー
ス
の

造
作
で
は

河
野
さ
ん

手
織
り
の

カ
ー
ペ
ッ

合
同
会
社
す
ぎ
と
や
ま

代
表
社
員　

杉 

山 

久 

実

支
援
事
業
者

　

こ
ん
に
ち
は
。（
一
社
）
ひ

だ
ま
り
所
属
の
吉
武
佳
穂
で
す
。

日
頃
よ
り
生
活
や
隊
員
活
動
へ

ご
支
援
い
た
だ
き
、
ど
う
も
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
回
は
〝
地
域
資
源
を
活
用

し
た
新
規
事
業
の
発
掘
〞
と
し

て
取
り
組
ん
で
い
る
「
地
域
の

も
の
づ
く
り
習
得
・
体
験
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
作
成
」
に
つ
い
て
ご

報
告
い
た
し
ま
す
。

　

お
家
に「
タ
カ
キ
ビ
ほ
う
き
」

は
あ
り
ま
す
か
？
タ
カ
キ
ビ
は

か
つ
て
多
く
の
家
庭
で
栽
培
さ

れ
、
そ
の
実
を
挽
い
て
作
っ
た

団
子
汁
は
「
よ
っ
ぽ
ど
う
ま
か

っ
た
」
そ
う
で
す
。
穂
で
作
っ

た
ほ
う
き
は
、
見
た
人
に
「
お

ト
は
注
目
を
浴
び
ま
し
た
。
河

野
さ
ん
の
活
動
を
通
じ
て
、
彼

の
ア
イ
デ
ア
や
技
術
を
活
か
し

た
新
た
な
取
り
組
み
が
実
現
し
、

製
品
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
が
図
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
大
阪
関
西
万
博
に

KINOF

の
生
地
が
採
用
さ
れ
た

こ
と
も
あ
り
、
地
域
の
認
知
度

向
上
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。
河

野
さ
ん
の
協
力
隊
員
と
し
て
の

活
動
も
早
い
も
の
で
あ
と
数
ヶ

月
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
後
も

地
域
の
魅
力
を
発
信
し
、
皆
様

と
共
に
成
長
し
て
い
く
た
め
に
、

引
き
続
き
ご
支
援
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

【
上
勝
町
の
地
域
資
源
を
活
用
し
た
新

規
事
業
の
発
掘
「
観
光
向
け
体
験
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
整
備
」
や
住
民
へ
の
生
活
支

援
（
介
護
予
防
活
動
支
援
、
公
共
交
通

空
白
地
有
償
運
送
、
人
手
不
足
支
援
）

活
動
等
、
一
般
社
団
法
人
ひ
だ
ま
り
を

拠
点
と
し
た
産
業
振
興
活
動
及
び
住
民

生
活
支
援
活
動
】

地
域
お
こ
し
協
力
隊　

吉 

武 

佳 

穂



一
般
社
団
法
人
ひ
だ
ま
り

代
表
理
事　

桑
原
波
枝

支
援
事
業
者

ば
あ
ち
ゃ
ん
の
家
に
あ
っ
た
」

と
た
び
た
び
言
わ
れ
る
の
で
、

昔
は
町
内
の
多
く
の
家
庭
で
作

ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

私
は
昨
年
、
こ
の
「
タ
カ
キ
ビ

ほ
う
き
」
づ
く
り
を
身
に
つ
け

る
こ
と
に
注
力
し
ま
し
た
。
素

朴
さ
と
美
し
さ
が
い
い
具
合
に

合
わ
さ
っ
た
見
た
目
と
、
絨
毯

の
ほ
こ
り
を
掻
き
出
し
て
く
れ

る
機
能
性
が
魅
力
で
、
大
事
に

す
る
と
何
十
年
も
使
え
ま
す
。

作
り
方
を
身
に
つ
け
て
細
々
と

で
も
伝
え
て
い
け
た
ら
い
い
な

と
思
い
、
作
り
方
を
町
内
の
名

人
数
名
に
教
え
て
い
た
だ
き
な

が
ら
、
練
習
し
て
い
ま
す
。
今

年
度
は
、
ほ
う
き
作
り
の
体
験

を
提
供
で
き
る
よ
う
栽
培
と
練

習
を
続
け
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
試

行
し
て
い
く
予
定
で
す
。
こ
れ

ま
で
同
様
た
く
さ
ん
の
方
の
お

力
を
借
り
る
こ
と
に
な
る
と
思

い
ま
す
が
、
引
き
続
き
、
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

吉
武
さ
ん
の
活
動
や
暮
ら
し

に
対
し
、町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
、

い
つ
も
温
か
い
ご
指
導
ご
支
援

を
賜
り
、
こ
の
場
を
お
借
り
し

て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

吉
武
さ
ん
の
活
動
も
最
終
年

度
と
な
り
ま
し
た
。
一
年
目
は

手
探
り
状
態
で
進
め
て
い
た
事

業
も
、
二
年
目
は
し
っ
か
り
と

自
分
の
意
思
を
持
ち
、
よ
り
よ

い
上
勝
町
を
目
指
し
て
常
に
改

善
志
向
で
事
業
を
進
め
て
い
ま

し
た
。

　

特
に
、
週
一
回
行
っ
て
い
る

「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」
は
、

四
月
か
ら
開
始
さ
れ
た
全
町
的

か
つ
定
期
的
な
運
動
機
会
の
提

供
に
結
び
つ
い
た
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
タ
カ
キ
ビ
ほ
う
き
を

始
め
と
す
る
昔
な
が
ら
の
手
技

を
習
得
し
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
と

し
て
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
昇

華
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
彼

女
は
、
手
仕
事
を
受
け
継
ぐ
た

め
に
は
、
材
料
を
揃
え
る
と
こ

ろ
か
ら
始
め
る
必
要
が
あ
る
、

そ
し
て
そ
れ
が
里
山
風
景
の
維

持
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

受
け
入
れ
事
業
者
と
し
て
は
、

三
年
目
の
集
大
成
と
し
て
大
き

な
成
果
を
上
げ
る
と
い
う
よ
り

も
、
地
道
に
コ
ツ
コ
ツ
、
着
実

に
成
果
を
積
み
上
げ
て
い
け
る

よ
う
、
最
後
ま
で
支
援
し
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
地
域
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
ど
う

か
引
き
続
き
ご
指
導
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 　

令
和
６
年
度
か
ら
㈱
い
ろ
ど

り
に
所
属
し
て
い
る
高
野
啓
太

で
す
。
日
頃
の
活
動
へ
の
ご
理

解
ご
協
力
、
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

１
年
目
の
活
動
は
、「
ゆ
こ

う
を
知
る
、
伝

え
る
」
を
目
標

に
活
動
い
た
し

ま
し
た
。
こ
の

活
動
を
３
つ
に

分
け
て
報
告
さ

せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

【
活
動
①
】

情
報
発
信

　

徳
島
大
学
で

ゆ
こ
う
の
研
究

を
さ
れ
て
い
る
堤
理
恵
先
生
と

お
会
い
し
、
研
究
者
か
ら
見
る

ゆ
こ
う
の
強
み
や
町
民
の
方
か

ら
は
ゆ
こ
う
の
使
い
方
な
ど
を

教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
情
報
を
発
信
し
た
り
、

小
冊
子
や
サ
イ
ト
を
立
ち
上
げ
、

い
つ
で
も
ゆ
こ
う
の
情
報
が
見

ら
れ
る
環
境
を
整
え
ま
し
た
。

【
活
動
②
】
横
須
賀
（
神
奈
川
）

で
の
Ｐ
Ｒ
会
、
販
売
会

　

私
の
地
元
に
あ
る
横
須
賀
の

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
施
設
に
て
ゆ
こ

う
の
販
売
会
を
行
い
ま
し
た
。

町
内
の
農
家
さ
ん
が
作
る
ゆ
こ

う
シ
ロ
ッ
プ
を
炭
酸
で
割
り
、

ゆ
こ
う
ド
リ
ン
ク
と
し
て
試
飲

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
全
員
の

方
に
美
味
し
い
と
言
っ
て
い
た

だ
き
、「
こ
れ
飲
ん
だ
ら
健
康

【
上
勝
町
の
ブ
ラ
ン
ド
「
葉
っ
ぱ
ビ
ジ

ネ
ス
」
等
の
地
域
資
源
を
活
用
し
、
特

産
品
の
持
続
可
能
な
体
制
づ
く
り
と
商

品
開
発
、
い
ろ
ど
り
山
を
活
用
し
た
研

修
の
企
画
・
運
営
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
情

報
収
集
・
発
信
等
、
㈱
い
ろ
ど
り
を
拠

点
と
し
た
農
業
・
産
業
振
興
活
動
】

地
域
お
こ
し
協
力
隊　

高
野
啓
太



　

ゆ
こ
う
と
言
え
ば
上
勝
で
す

が
、ま
だ
ま
だ
知
名
度
が
低
く
、

全
国
的
に
は
知
ら
れ
て
い
ま
せ

ん
。
た
く
さ
ん
の
人
に
知
っ
て

も
ら
い
た
い
と
い
う
想
い
を
持

っ
て
上
勝
町
に
移
住
さ
れ
２
年

目
を
迎
え
た
高
野
啓
太
さ
ん
。

　

１
年
目
は
、
ゆ
こ
う
の
現
状

調
査
を
行
い
、
あ
ち
こ
ち
で
宣

伝
活
動
を
実
施
し
て
く
れ
ま
し

た
。
ゆ
こ
う
に
は
、
潜
在
的
価

値
が
あ
り
ま
す
。
地
域
お
こ
し

協
力
隊
と
し
て
地
域
の
人
と
一

緒
に
な
っ
て
商
品
を
つ
く
り
、

高
野
さ
ん
自
身
が
関
わ
る
こ
と

に
よ
っ
て
上
勝
町
の
人
が
幸
せ

に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
く
れ

て
い
ま
す
。

　

高
野
さ
ん
も
、
そ
の
こ
と
を

理
解
し
て
農
家
さ
ん
や
町
民
の

方
と
一
緒
に
な
っ
て
も
の
づ
く

り
を
し
、
ゆ
こ
う
の
新
た
な
価

値
を
生
み
出
し
て
く
れ
る
と
思

い
ま
す
。

　

２
年
目
は
、
ゆ
こ
う
の
畑
で

の
現
場
作
業
、
昨
年
に
引
き
続

き
商
品
開
発
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用

し
た
情
報
発
信
、
イ
ベ
ン
ト
の

企
画
・
運
営
な
ど
の
事
業
を
展

開
し
て
い
き
ま
す
。

　

地
域
お
こ
し
を
す
る
と
い
う

の
で
は
な
く
地
域
の
人
と
一
緒

に
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
け
ば
、

そ
れ
が
結
果
と
し
て
地
域
お
こ

し
に
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
町
民

の
皆
様
の
ご
指
導
、
ご
協
力
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

株
式
会
社
い
ろ
ど
り

代
表
取
締
役
社
長　

横
石
知
二

支
援
事
業
者

　

令
和
６
年
10
月
よ
り
、

「
上
勝
開
拓
団
」
の
地

域
お
こ
し
協
力
隊
と
し

て
活
動
し
て
い
る
芦
原

と
申
し
ま
す
。
私
は
、

上
勝
町
の
暮
ら
し
や
文

化
を
地
域
資
源
と
し
て

活
用
す
る
た
め
、「
グ

ラ
ン
ピ
ン
グ
施
設
等
の

企
画
運
営
」
に
従
事
し

て
お
り
ま
す
。
上
勝
開

拓
団
で
は
、
以
前
に
バ

ー
ベ
キ
ュ
ー
施
設
や
グ

ラ
ン
ピ
ン
グ
施
設
を
運

営
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

設
備
の
老
朽
化
と
人
員

不
足
に
よ
り
休
止
状
態

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

私
は
協
力
隊
と
し
て
、

こ
れ
ら
の
施
設
の
再
整

備
と
事
業
の
再
構
築
を

目
指
し
、
上
勝
町
な
ら
で
は
の

魅
力
を
生
か
し
た
体
験
型
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
企
画
・
実
施
に
取
り

組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

移
住
し
て
か
ら
の
短
期
間
で
、

地
域
の
繋
が
り
に
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
く
中
で
、
多
く
の
方
々

と
直
接
お
話
す
る
機
会
に
恵
ま

れ
、
そ
の
温
か
い
人
間
関
係
に

喜
び
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。
同

時
に
、
自
分
が
上
勝
町
に
ど
の

よ
う
に
貢
献
で
き
る
か
を
常
に

考
え
な
が
ら
、
日
々
の
活
動
に

に
な
れ
そ
う
」

と
い
う
感
想
も

あ
り
ま
し
た
。

シ
ロ
ッ
プ
や
ぽ

ん
酢
な
ど
全
て

完
売
し
、
職
員

か
ら
も
大
好
評

で
終
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

【
活
動
③
】

ゆ
こ
う
収
穫
の

お
手
伝
い

　

町
内
の
農
家

さ
ん
の
も
と
で
、

収
穫
の
お
手
伝

い
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
徳
島

市
、
阿
南
市
の

協
力
隊
を
呼
び
、

楽
し
く
収
穫
す

る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

２
年
目
の
活
動
は
、「
ゆ
こ

う
を
形
に
す
る
」
を
目
標
に
活

動
し
て
い
き
ま
す
。

　

最
後
に
、
町
民
の
皆
様
の
ご

協
力
が
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
活

動
が
で
き
て
い
る
こ
と
に
関
し

ま
し
て
、感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

引
き
続
き
ご
指
導
ご

撻
の
ほ

ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

【
上
勝
町
の
暮
ら
し
や
文
化
を
地
域
資

源
と
し
て
活
用
し
た
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
施

設
の
企
画
運
営
等
、
㈱
上
勝
開
拓
団
を

拠
点
と
し
た
産
業
振
興
活
動
】

地
域
お
こ
し
協
力
隊　

芦
原
遼
太



　

新
緑
の
輝
き
が
増
す
５
月
、

町
民
の
皆
様
さ
ま
に
お
か
れ
ま

し
て
は
ご
機
嫌
麗
し
い
事
と
存

じ
ま
す
。
合
同
会
社
パ
ン
ゲ
ア

の
野
々
山
と
申
し
ま
す
。
日
頃

は
パ
ン
ゲ
ア
に
よ
る
月
ヶ
谷
温

泉
村
キ
ャ
ン
プ
場
の
運
営
に
格

別
の
お
引
き
立
て
、
ご
理
解
を

賜
り
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

さ
て
、
昨
年
度
ま
で
地
域
お

こ
し
協
力
隊
と
し
て
受
入
れ
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
中
田

幹
二
さ
ん
が
３
月
を
も
っ
て
退

任
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
４

月
よ
り
田
中
翔
さ
ん
、
田
中
果

奈
さ
ん
ご
夫
妻
を
新
た
に
協
力

合
同
会
社
パ
ン
ゲ
ア

代
表
理
事　

野
々
山　

聡

支
援
事
業
者

取
り
組
ん
で
い
る
次
第
で
す
。

　

今
後
は
、
地
域
資
源
の
利
活

用
を
推
進
し
、
四
季
折
々
の
自

然
と
上
勝
町
が
育
む
文
化
を
背

景
に
、
年
間
を
通
じ
た
体
験
イ

ベ
ン
ト
等
の
開
催
を
目
指
す
と

と
も
に
、
上
勝
町
の
魅
力
を
多

角
的
に
発
信
す
る
事
業
基
盤
の

確
立
に
努
め
て
参
り
ま
す
。
町

民
の
皆
様
に
は
引
き
続
き
温
か

い
ご
支
援
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

　

本
活
動
を
通
じ
、
上
勝
町
の

未
来
づ
く
り
に
貢
献
で
き
る
よ

う
、
着
実
に
歩
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

上
勝
町
の
皆
様
、
こ
ん
に
ち

は
。

　

合
同
会
社
パ
ン
ゲ
ア
で
、
夫

婦
で
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し

て
活
動
し
て
お
り
ま
す
、
田
中

翔
、
果
奈
で
す
。

　

上
勝
町
の
豊
か
な
自
然
と
町

民
の
方
々
の
温
か
い
人
間
性
に

魅
せ
ら
れ
、
昨
年
の
12
月
に
千

葉
県
か
ら
家
族
４
人
で
上
勝
町

に
移
住
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、「
月
の
宿
」
の

対
岸
に
あ
り
ま
す
キ
ャ
ン
プ
場
、

「
パ
ン
ゲ
ア
フ
ィ
ー
ル
ド
」
を

拠
点
に
、キ
ャ
ン
プ
場
の
運
営
、

ま
た
行
政
視
察
や
企
業
研
修
、

修
学
旅
行
の
受
入
れ
等
を
通
じ

た
産
業
振
興
を
図
る
べ
く
活
動

し
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
１
月
、
２
月
よ
り
そ

れ
ぞ
れ
活
動
を
開
始
し
、
行
政

視
察
、
修
学
旅
行
の
対
応
や
キ

ャ
ン
プ
、
コ
テ
ー
ジ
の
準
備
・

受
付
を
主
な
業
務
と
し
て
活
動

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
町
の

こ
と
、
業
務
に
必
要
な
知
識
な

ど
、
い
ろ
い
ろ
な
方
々
の
力
を

借
り
な
が
ら
日
々
勉
強
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
初
め
て
経
験
す

る
上
勝
の
四
季
を
楽
し
み
な
が

ら
、
よ
り
一
層
深
い
知
識
の
習

得
や
人
間
関
係
の
構
築
に
努
め

て
い
く
所
存
で
す
。
上
勝
の
魅

力
を
よ
り
多
く
の
方
に
知
っ
て

い
た
だ
き
、
交
流
人
口
の
増
加

に
貢
献
で
き
る
よ
う
尽
力
い
た

し
ま
す
。

　

ま
た
、
施
設
の
老
朽
化
に
よ

る
キ
ャ
ン
プ
場
・
コ
テ
ー
ジ
の

改
修
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

我
々
自
身
、
二
人
の
娘
を
も
つ

子
育
て
世
代
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
そ
う
い
っ
た
方
々
の
拠
り

所
と
な
れ
る
よ
う
な
場
所
が
作

れ
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

「
み
ん
な
の
あ
そ
び
ば
」
ビ
ジ

ョ
ン
マ
ッ
プ
や
町
民
の
皆
様
の

意
見
を
参
考
に
、
よ
り
皆
様
が

利
用
し
や
す
い
施
設
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
ご
協
力
、
ご
指

導
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

引
き
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

協
力
隊
と
し
て
当
初
の
ミ
ッ

シ
ョ
ン
は
、
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
再

建
・
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
立
ち
上

げ
で
し
た
。
弊
社
で
は
グ
ラ
ン

ピ
ン
グ
施
設
の
経
営
を
行
っ
て

き
ま
し
た
が
、
ス
タ
ッ
フ
不
足

の
た
め
現
在
は
休
業
中
。
ゲ
ス

ト
ハ
ウ
ス
を
始
め
た
い
と
考
え

て
物
件
は
購
入
し
て
い
る
の
で

す
が
、
や
は
り
ス
タ
ッ
フ
不
足

の
た
め
計
画
は
ス
ト
ッ
プ
し
て

い
ま
す
。
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
や
ゲ

ス
ト
ハ
ウ
ス
を
事
業
と
し
て
成

功
さ
せ
る
の
は
大
変
な
こ
と
で

す
。
先
ず
は
５
月
の
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
ィ
ー
ク
か
ら
バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
施
設
「
リ
バ
ー
サ
イ
ド
キ
ッ

チ
ン
」
を
利
用
し
た
イ
ベ
ン
ト

と
レ
ン
タ
ル
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

ま
す
。
町
内
の
皆
様
に
は
改
め

て
ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
の
で
、
応
援
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　

私
が
目
指
す
の
は
協
力
隊
と

し
て
３
年
間
の
活
動
期
間
が
終

わ
っ
た
後
、
芦
原
く
ん
が
上
勝

町
の
仲
間
と
し
て
独
り
立
ち
し

て
く
れ
る
こ
と
。
そ
の
た
め
の

サ
ポ
ー
ト
と
伴
走
を
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
温
か

く
見
守
っ
て
い
た
だ
け
る
と
幸

い
で
す
。

　

上
勝
開
拓
団
で
は
、
昨
年
10

月
よ
り
芦
原
遼
太
く
ん
を
地
域

お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
受
け
入

れ
ま
し
た
。
物
静
か
で
す
が
、

心
の
底
に
し
っ
か
り
し
た
芯
の

あ
る
若
者
で
す
。
上
勝
町
の
風

土
や
暮
ら
し
を
学
ぼ
う
と
精
力

的
に
行
動
し
て
い
る
の
で
、
交

流
す
る
機
会
が
あ
っ
た
ら
ど
ん

ど
ん
地
域
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に

株
式
会
社 

上
勝
開
拓
団

代
表
取
締
役　

仁 

木 

啓 

介

支
援
事
業
者

【
パ
ン
ゲ
ア
フ
ィ
ー
ル
ド
キ
ャ
ン
プ
場

運
営
（
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
／
Ｂ
Ｂ
Ｑ
サ

イ
ト
／
コ
テ
ー
ジ
）、
上
勝
町
行
政
視

察（
上
勝
町
受
託
事
業
）、企
業
研
修（
新

入
社
員/

幹
部
研
修
）、
修
学
旅
行
・
学

生
研
修
旅
行
の
受
入
等
に
つ
い
て
、(

同)

パ
ン
ゲ
ア
を
拠
点
と
し
た
産
業
振
興
活

動
】

地
域
お
こ
し
協
力
隊　

田 

中  　
翔

田 

中 

果 

奈



　

上
勝
町
の
み
な
さ
ま
、
は
じ

め
ま
し
て
！
５
月
か
ら
地
域
お

こ
し
協
力
隊
と
し
て
、
着
任
い

た
し
ま
し
た
、
近
藤
桃
子
と
申

し
ま
す
。
７
歳
の
と
っ
て
も
元

気
な
娘
が
お
り
ま
す
。

　

一
般
社
団
法
人 

上
勝
阿
波

晩
茶
協
会
に
て
、
上
勝
阿
波
晩

茶
祭
り
開
催
、
上
勝
阿
波
晩
茶

ア
カ
デ
ミ
ー
部
門
開
設
、
桶
オ

ー
ナ
ー
制
・
桶
オ
ー
ナ
ー
ズ
サ

ミ
ッ
ト
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
出
店

な
ど
に
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
く

予
定
で
す
。
上
勝
阿
波
晩
茶
を

た
く
さ
ん
の
方
に
知
っ
て
も
ら

い
、
晩
茶
農
家
さ
ん
を
増
や
す

お
手
伝
い
が
で
き
た
ら
、
と
っ

て
も
嬉
し
い
で
す
！

　

わ
た
し
が
上
勝
町
の
こ
と
を

知
っ
た
き
っ
か
け
は
、
や
は
り

『
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
宣
言
』

で
し
た
。個
人
的
に
で
は
な
く
、

町
全
体
で
そ
れ
を
す
る
っ
て
、

ど
ん
な
仕
組
み
で
、
実
際
に
住

ん
で
い
る
方
は
ど
ん
な
風
に
思

っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
と
、
勝

手
に
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
を
巡
ら

せ
て
い
た
の
で
、
実
際
に
上
勝

町
で
生
活
を
し
、
体
験
で
き
る

機
会
を
い
た
だ
け
て
、
と
て
も

幸
せ
で
す
。

　

そ
し
て
、
な
ん
と
、「
森
林

の
あ
が
り
は
な
」
の
制
作
を
担

当
し
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
土
屋

公
雄
は
、
わ
た
し
の
大
学
時
代

の
ゼ
ミ
の
担
当
教
授
で
し
た
！

と
っ
て
も
気
持
ち
の
良
い
場
所

で
、
こ
の
場
所
で
何
か
イ
ベ
ン

ト
が
で
き
た
ら
良
い
な
と
、
早

速
妄
想
し
て
お
り
ま
す
。

　

わ
か
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
で

す
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
挑

戦
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
娘
と
も
ど
も
、
こ
れ
か

ら
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
！

隊
と
し
て
お
迎
え
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

上
勝
町
に
は
先
人
が
築
き
上

げ
て
き
た
知
恵
が
持
つ
タ
ネ
を

五
感
で
感
じ
育
む
こ
と
で
、〈
学

び
の
芽
〉
を
出
し
〈
気
づ
き
の

葉
〉
を
付
け
〈
未
来
を
切
り
開

く
花
〉
を
咲
か
せ
、
ま
た
新
た

な
〈
タ
ネ
〉
を
生
み
出
し
て
き

た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て

混
沌
と
も
形
容
で
き
る
現
代
社

会
の
中
に
お
い
て
本
当
の
〈
豊

か
さ
〉
を
考
え
取
捨
選
択
し
て

き
た
歴
史
が
あ
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

中
田
さ
ん
に
は
そ
れ
を
体
現

し
て
い
た
だ
き
、
ま
た
田
中
ご

夫
妻
に
は
そ
の
精
神
の
も
と
、

新
た
な
る
産
業
創
出
の
た
め
尽

力
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

本
年
度
も
何
卒
、
両
協
力
隊

活
動
に
お
い
て
町
民
の
皆
さ
ま

の
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

こ
の
度
、
近
藤
さ
ん
を
地
域

お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
当
協
会

で
受
け
入
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
当
協
会
の
目
標
で
あ
り

ま
し
た
地
域
団
体
商
標
の
商
標

権
の
取
得
も
達
成
で
き
、
方
針

も「
取
得
す
る
」か
ら「
活
か
す
」

へ
転
換
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
会
員
数
、
取
引
先
や
支
援
者

が
増
え
て
き
て
い
る
状
況
下
で

晩
茶
産
業
の
母
体
組
織
と
し
て

当
協
会
を
強
化
す
る
と
い
う
課

題
に
直
面
し
て
お
り
ま
す
。
そ

こ
で
近
藤
隊
員
を
受
け
入
れ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
イ
ベ
ン
ト
出

店
や
運
営
、
会
員
の
拡
張
、
晩

茶
農
家
の
支
援
な
ど
晩
茶
産
業

の
総
合
窓
口
と
し
て
活
躍
を
期

待
し
当
協
会
の
強
化
に
つ
な
げ

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
急
激
に
減
り
つ
つ
あ

る
晩
茶
農
家
と
生
産
量
に
対
し

て
一
挙
に
解
決
出
来
る
策
は
持

っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
元
々
価

値
の
あ
る
晩
茶
の
文
化
や
効
能

を
広
く
周
知
し
て
も
ら
う
た
め

に
上
勝
阿
波
晩
茶
祭
り
や
桶
オ

ー
ナ
ー
制
な
ど
の
活
動
に
取
り

組
み
続
け
、
教
科
書
通
り
の
メ

一
般
社
団
法
人 

上
勝
阿
波
晩
茶
協
会

代
表
理
事　

高 

木 

宏 

茂

支
援
事
業
者

ッ
セ
ー
ジ
を
繰
り
返
し
何
年
に

も
わ
た
っ
て
発
信
し
続
け
る
必

要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
生
産
現
場
の
斜
陽
と
は

相
反
す
る
よ
う
に
注
目
度
は

年
々
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

有
難
い
こ
と
に
医
学
や
科
学
の

分
野
か
ら
も
専
門
家
の
長
年
に

わ
た
る
研
究
結
果
な
ど
が
公
開

さ
れ
始
め
て
お
り
ま
す
。
中
長

期
的
に
は
、
こ
の
よ
う
な
晩
茶

の
高
価
値
な
情
報
と
私
た
ち
の

活
動
を
近
藤
隊
員
と
と
も
に
発

信
し
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
他
の
伝
統
文
化
地
域
と

連
携
し
県
内
外
で
価
値
を
発
信

で
き
る
場
を
構
築
で
き
る
よ
う

な
取
組
も
開
始
し
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、引
き
続
き
、

皆
さ
ま
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
上
勝
阿
波
晩
茶
に
関
す
る
地
域
団
体

商
標
の
活
用
・
継
続
、
上
勝
阿
波
晩
茶

祭
り
開
催
、
上
勝
阿
波
晩
茶
ア
カ
デ

ミ
ー
部
門
開
設
、
桶
オ
ー
ナ
ー
制
・
桶

オ
ー
ナ
ー
ズ
サ
ミ
ッ
ト
運
営
、
生
産
販

売
の
現
状
調
査
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
出
店
、

生
産
者
・
販
売
店
へ
の
研
修
、
加
工
施

設
・
常
設
展
示
ス
ペ
ー
ス
作
り
、
そ
の

他
活
動
を
通
じ
た
、
上
勝
阿
波
晩
茶
協

会
を
拠
点
と
し
た
産
業
振
興
活
動
】

地
域
お
こ
し
協
力
隊　

近 

藤 

桃 

子



地
域
お
こ
し
協
力
隊

退
任
の
挨
拶

　

晩
茶
協
会
の
ガ
レ
ー
ジ
で
人

生
初
の
軽
ト
ラ
に
乗
り
、
恐
る

恐
る
ク
ラ
ッ
チ
を
踏
ん
だ
こ
と

を
鮮
明
に
思
い
出
し
ま
す
。
令

和
７
年
３
月
31
日
を
も
ち
ま
し

て
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
退

任
い
た
し
ま
し
た
。

　

２
シ
ー
ズ
ン
に
わ
た
り
、
県

内
外
か
ら
晩
茶
作
り
に
い
ら
っ

し
ゃ
る
お
客
様
の
サ
ポ
ー
ト
を

す
る
中
で
、
町
内
の
農
家
の
み

な
さ
ま
よ
り
多
く
の
こ
と
を
教

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
茶

の
摘
み
方
は
も
ち
ろ
ん
、
チ
ェ

ー
ン
ソ
ー
を
使
う
と
き
の
注
意

点
、
草
刈
り
機
で
草
を
刈
る
順

番
、
軽
ト
ラ
の
荷
台
へ
の
荷
物

の
積
み
方
と
縛
り
方
、
木
桶
の

準
備
の
仕
方
、
簡
単
な
日
よ
け

の
作
り
方
な
ど
な
ど
、
す
べ
て

書
き
き
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

ど
れ
も
が
私
に
と
っ
て
新
鮮
で
、

山
で
生
き
る
大
切
な
知
恵
を
教

え
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
感
じ

ま
し
た
。
同
時
に
、
近
隣
の
農

家
様
か
ら
知
恵
と
道
具
を
お
借

り
し
て
、
少
量
で
す
が
自
分
の

お
茶
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
た

の
は
、
驚
き
と
と
も
に
誇
ら
し

い
気
持
ち
と
な
る
体
験
で
し
た
。

自
分
で
お
茶
を
作
れ
る
な
ん
て

考
え
た
こ
と
が
な
か
っ
た
し
、

何
よ
り
と
て
も
お
い
し
く
で
き

上
が
り
ま
し
た
。
作
る
年
に
よ

っ
て
も
、
ま
た
、
作
る
農
家
さ

ん
に
よ
っ
て
も
味
わ
い
の
変
わ

る
こ
の
お
茶
を
、
こ
れ
か
ら
も

味
わ
え
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し

て
お
り
ま
す
。

　

協
力
隊
活
動
の
３
年
目
に
は

キ
ャ
ン
プ
場
の
あ
る
パ
ン
ゲ
ア

へ
と
移
籍
し
、
上
勝
町
の
産
業

を
通
し
て
学
ぶ
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア

ー
の
サ
ポ
ー
ト
を
経
験
し
ま
し

た
。
企
業
の
新
入
社
員
の
方
々

及
び
大
阪
や
関
東
の
中
学
生
・

高
校
生
が
、
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス

ト
の
取
り
組
み
や
い
ろ
ど
り
の

仕
組
み
を
真
剣
に
学
ぶ
様
子
を

目
の
当
た
り
に
し
て
、
上
勝
町

の
奥
深
さ
と
学
ぶ
こ
と
へ
の
意

欲
の
高
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
私

自
身
も
神
山
町
や
阿
南

市
の
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
を
見
学

し
た
結
果
、
上
勝
町
で
培
わ
れ

て
い
る
知
恵
は
、
多
く
の
子
ど

も
た
ち
に
と
っ
て
価
値
が
あ
り
、

魅
力
的
な
も
の
だ
と
感
じ
て
い

ま
す
。

　

晩
茶
関
係
者
の
み
な
さ
ま
、

農
家
の
み
な
さ
ま
、
パ
ン
ゲ
ア

の
み
な
さ
ま
、
日
頃
よ
り
助
け

て
い
た
だ
い
て
い
る
傍
示
の
み

な
さ
ま
、
こ
の
３
年
間
を
有
意

義
に
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

上
勝
町
の
み
な
さ
ま
に
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
お
世
話
に
な
り

ま
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

今
後
は
、
上
勝
町
の
す
ば
ら

し
い
自
然
の
魅
力
を
感
じ
な
が

ら
、
町
民
の
み
な
さ
ま
か
ら
多

く
を
学
び
、
上
勝
町
の
魅
力
を

伝
え
て
い
け
る
よ
う
進
ん
で
参

り
ま
す
。
今
後
と
も
ご
指
導
の

ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊　

中
田
幹
二



ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
宣
言

２
０
3
０
年
達
成
に
向
け
て

２
０
3
０
年
達
成
に
向
け
て

この中に
□未破袋の袋
□汚れの付着した容器包装プラ
□町指定収集袋
□ペットボトル
□びん・缶・紙の容器包装
□その他のプラ
□事業系容器包装プラ
□医療系廃棄物
□危険物
□その他の物
が入っていないかチェックするのよ！

水分や汚れが残っているとカビが生え
て資源としての価値がなくなってしま
うよ！

プラは、お湯か水ですすいで
落ちる汚れなら容器包装へ。
汚れが残る場合はその他の
プラに入れて大丈夫だ！

　　５・　６３・　７８・１５０
１９６・２０９・３０７・３６３

ポイント付与は「ゴミステーション」で行います。

お問い合わせ　◆企画環境課  ☎46-0111 IP050-3438-8071
　　　　　　　◆ゼロ・ウェイストセンター  ☎080-2989-1533　　◆ゴミステーション IP050-3438-8110

　皆さまには毎日の分別、大変お世話になっており、細かな分別にもご協力いただき、
ありがとうございます。この度、昨年度に排出した容器包装プラスチックについて、
品質評価の結果が出ましたのでお知らせします。皆さまの協力のおかげで検査結果
は写真のとおりで、適合率は99.12％「Ａ」ランクでした！

①皆さんにお持ち込みい
ただき、ゴミステーシ
ョンで集積したプラス
チック製容器包装を圧
縮してベールに。

②半年に１回、業者に
　引き渡し。

③処理業者にて検査するベールを３つほ
ど抜き出して解体。

プラスチック製容器包装の品質評価結果発表！

プラは、お湯か水ですすいで

汚れた容プラ

←ペットボトル

その他の物

他素材の
容器包装

プラスチック製品

ブンベツレッド

ブンベツピンク

ブンベツブルー



　すべての妊婦さんに安心して出産・子育てしてほしい…そんな思い
を実現するため、妊婦さんへ「支援給付」を行っています。給付のく
わしい内容や、妊娠・出産に関しての疑問や不安など、お気軽にお問
い合わせください。

▶対 象 者 妊娠している方　
▶支 給 額　妊娠期：５万円　出産期：妊娠しているこどもの人数×５万円　
　　　　　　（※流産・死産の場合も支給の対象になります。）
▶申請時期　① 妊娠期：医療機関において妊娠が確認された後から
　　　　　　② 出産期：出産予定日の８週間前の日から

（※流産・死産の場合は、流産等をしたことが医療機関等において確
認された日以降）

▶申請窓口　上勝町役場住民課（こども家庭センター）　☎０８８５－４６－０１１１

　ちょっと人には相談しづらい…そんな女性特有の健康上の悩みについて、産婦人科
医が個別相談に応じます。

▶相談日時　５月１６日（金）　７月１８日（金）　９月１９日（金）　１１月２１日（金）
　　　　　　（令和８年）１月１６日（金）　３月１３日（金）
　　　　　　　各回　午後２時～３時（１人３０分・完全予約制）
▶相談方法　ｚｏｏｍ（Ｗｅｂ会議ツール）
▶申 込 み　相談日の７日前までに、徳島保健所へ電話申込み。  ☎０８８－６０２－８９０４

すべての
妊婦さんを
応援する

“妊婦のための支援給付”のご案内

徳島保健所からのお知らせ  女性の健康相談室

　上勝町では、骨髄または末梢血幹細胞の移植のための通院、入院などに伴う経済的な負担の軽減を
図り、骨髄等の提供を推進することを目的に、公益財団法人日本骨髄バンクを介して骨髄等を提供し
た骨髄移植ドナーおよび、ドナーが勤務する事業所に対して助成を行います。

▶助　成　額　ドナー　１日につき２万円　※１人１回の提供に対し７日間を限度とします。
　　　　　　　　事業所　骨髄等を提供した方１人につき５万円
▶問い合わせ　役場住民課保健師まで（☎０８８５－４６－０１１１）。

骨髄等移植ドナーを支援します！

更年期
思春期

女性の
病気

性
感染症

不妊

妊娠

月経



予約制〈要電話予約〉

★６月の日程は６月３日（火）９時～11時

お電話にて上勝町診療所へご予約をお願いします。
在宅でのご相談も受け付けます。

☎ 44-5010　IP 050-3438-7872

歯科衛生士による歯やお口の相談

●５月の各種健康イベントカレンダー

●運動教室

月 火 水 木 金
１ ２

５ ６ ７ ８ ９

12 13 14 15 16

19 20 21 22 23

26 27 28 29 30

歯の健康相談
（9：00～）

会場：上勝町診療所

いきいき百歳体操
（14：00～）

会場：コミュニティセンター

いきいき百歳体操
（10：00～）

会場①福原ふれあいセンター
会場②ひだまり

①健康サロン
（13：00～）

②エクササイズ教室
（15：00～）

会場：傍示定住センター

いきいき百歳体操
（10：00～）

会場：ひだまり

貯筋教室
（14：00～）

会場：旭基幹集落センター

いきいき百歳体操
（10：00～）

会場：傍示定住センター

いきいき百歳体操
（14：00～）

会場：高鉾公民館

巡回健康サロン
（13：00～）

★ｅスポーツ体験
会場：コミュニティセンター

※詳細は下記やひだまりの折り込みチラシ等をご覧ください。

負　荷
いきいき百歳体操

●各種相談
巡回健康サロン

貯筋教室 筋力アップエクササイズ教室

株本　泰輔　氏

飲みもの、タオル飲みもの

佐藤　麻美　氏
講師の漫談を聞きながら、椅
子に座っての筋トレ体操や脳
トレ体操を行います。

各集会所でＤＶＤを見ながら
体操を行います。
体操の前に脳トレ等を実施。

保健師、理学療法士が相談対応します。
各種コーナー
・保健師による血圧測定、健康相談、
　簡易体組成測定（筋肉量等）
・理学療法士による体の相談
・ｅスポーツ体験（テレビゲームで運動や
脳トレ）

　※ｅスポーツ体験は5月21日のみ

音楽に合わせて、激しめの体
操やステップ運動（脳トレ効
果もあり）を行います。

飲みもの、タオル、
ヨガマットまたはバスタオル

小～中

いずれも無料

中～大
講　師

内　容

参加費

準備物

内
容



　

気
候
が
温
か
く
な
っ
て
き
て
虫
や
ヘ
ビ

の
活
動
が
盛
ん
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

農
作
業
や
草
刈
り
な
ど
で
、
虫
の
居
る
と

こ
ろ
に
入
っ
て
い
く
機
会
も
増
え
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。

　

今
月
は
、
虫
刺
さ
れ
に
つ
い
て
で
す
。

基
本
的
な
対
処
と
し
て
は
刺
さ
れ
た
と
こ

ろ
を
流
水
で
洗
い
、
き
れ
い
な
タ
オ
ル
で

拭
き
、
虫
刺
さ
れ
用
の
軟
膏
な
ど
を
塗
る

こ
と
で
良
く
な
り
ま
す
。

　

た
だ
、
虫
に
刺
さ
れ
た
箇
所
以
外
に
じ

ん
ま
し
ん
な
ど
の
皮
疹
が
広
が
る
、嘔
気
・

腹
痛
が
出
現
す
る
、
の
ど
や
口
の
中
に
違

和
感
が
あ
る
な
ど
の
症
状
が
で
る
よ
う
な

ら
ア
レ
ル
ギ
ー
に
よ
る
症
状
で
、
ア
ナ
フ

ィ
ラ
キ
シ
ー
で
あ
る
か
も
し
ま
せ
ん
。
刺

さ
れ
た
と
こ
ろ
以
外
に
症
状
が
で
た
場
合

は
、
救
急
車
を
要
請
す
る
な
ど
で
き
る
だ

け
早
く
医
療
機
関
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。 　

虫
に
刺
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
対
処
方
法
で

す
が
、
か
ゆ
み
や
痛
み
が
あ
る
場
合
は
冷

や
す
こ
と
で
痛
み
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
か
い
て
し
ま
う
と
周
囲
に
も
か

ゆ
み
が
広
が
り
や
す
い
の
で
、
患
部
を
直

接
か
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ど
う

し
て
も
か
ゆ
い
場
合
で
も
衣
類
の
上
か
ら

さ
す
る
ぐ
ら
い
に
し
て
お
い
て
塗
り
薬
な

ど
で
対
応
し
ま
し
ょ
う
。

　

ム
カ
デ
毒
に
関
し
て
は
、
や
け
ど
に
注

意
が
必
要
で
す
が
、
43
℃
程
度
の
お
湯
に

つ
け
る
こ
と
で
痛
み
が
と
れ
や
す
い
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
ミ
ツ
バ
チ
な
ど
は
針
が

残
る
の
で
針
を
除
去
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
毛
虫
は
小
さ
い
毛
針
が
付
着
し
て
い

る
こ
と
が
あ
る
の
で
シ
ャ
ワ
ー
な
ど
で
洗

い
流
し
て
く
だ
さ
い
。
タ
オ
ル
で
拭
く
と

範
囲
が
広
が
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

次
に
ダ
ニ
で
す
が
、
ダ
ニ
が
住
む
と
こ

ろ
（
山
や
川
な
ど
の
草
が
生
え
て
い
る
と

こ
ろ
や
野
生
動
物
が
通
る
と
こ
ろ
）
に
行

く
場
合
は
、
で
き
る
だ
け
長
袖
長
ズ
ボ
ン

な
ど
で
肌
を
出
さ
な
い
様
に
し
て
ダ
ニ
に

か
ま
れ
る
こ
と
を
避
け
ま
し
ょ
う
。
た
だ

気
付
か
な
い
う
ち
に
か
ま
れ
る
こ
と
は
よ

く
あ
り
ま
す
の
で
、
お
風
呂
や
シ
ャ
ワ
ー

な
ど
を
浴
び
る
時
な
ど
に
皮
膚
の
柔
ら
か

い
と
こ
ろ
首
や
肘
、
指
の
間
、
股
、
膝
裏

な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
ダ
ニ
が
く
っ
つ
い

て
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

も
し
、
ダ
ニ
が
つ
い
て
い
る
こ
と
に
気

が
つ
い
た
ら
、
基
本
的
に
は
自
分
で
と
ら

ず
、
医
療
機
関
で
取
り
除
い
て
も
ら
う
様

に
し
て
く
だ
さ
い
。
ダ
ニ
に
刺
さ
れ
た
ま

ま
指
で
つ
ま
ん
で
取
ろ
う
と
す
る
と
、
ダ

ニ
の
中
に
い
る
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
が
体
の

中
に
入
り
、
ダ
ニ
関
連
感
染
症
を
起
こ
す

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ダ
ニ
が
自
然
と
と
れ

た
場
合
は
刺
さ
れ
た
場
所
を
シ
ャ
ワ
ー
な

ど
で
洗
っ
て
も
ら
い
虫
刺
さ
れ
用
の
薬
を

塗
る
処
置
を
行
っ
て
も
ら
え
ば
良
く
な
っ

て
き
ま
す
。
ダ
ニ
に
刺
さ
れ
た
後
、
14
日

以
内
に
風
邪
症
状
や
倦
怠
感
、
発
熱
な
ど

が
あ
れ
ば
感
染
症
に
か
か
っ
て
い
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
の
で
医
療
機
関
で
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

　

最
後
に
ヘ
ビ
で
す
が
大
き
く
分
け
て
２

種
類
の
毒
蛇
（
マ
ム
シ
と
ヤ
マ
カ
ガ
シ
）

が
い
ま
す
。

　

マ
ム
シ
に
か
ま
れ
た
場
合
は
す
ぐ
に
痛

み
が
で
て
腫
れ
て
き
ま
す
が
、
ヤ
マ
カ
ガ

シ
の
毒
は
あ
ま
り
腫
れ
ず
、
血
が
だ
ら
だ

ら
と
止
ま
り
に
く
く
な
り
ま
す
。
痛
み
も

そ
れ
ほ
ど
強
く
な
い
た
め
毒
が
入
っ
て
い

な
い
と
油
断
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

　

ヘ
ビ
に
噛
ま
れ
た
場
合
は
、
マ
ム
シ
に

か
ま
れ
た
場
合
は
も
ち
ろ
ん
、
他
の
種
類

の
蛇
で
あ
っ
た
と
し
て
も
医
療
機
関
を
受

診
し
て
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

応
急
処
置
と
し
て
は
か
ま
れ
た
部
分
よ

り
心
臓
に
近
い
部
分
を
タ
オ
ル
で
縛
り
ま

し
ょ
う
。
縛
る
場
合
で
も
輪
ゴ
ム
な
ど
で

は
き
つ
く
縛
り
す
ぎ
に
な
る
た
め
、
布
製

の
も
の
で
縛
る
の
が
望
ま
し
い
で
し
ょ
う
。

　

虫
も
ヘ
ビ
も
基
本
的
に
は
刺
さ
れ
な
い
、

か
ま
れ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
る
こ
と
が

重
要
で
す
。
も
し
刺
さ
れ
た
り
か
ま
れ
た

り
し
た
ら
応
急
処
置
を
行
い
つ
つ
医
療
機

関
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

0120-24-8174上勝町  電話健康相談（無料）

「
健
康
の
達
人
」に
な
ろ
う

知
っ
て
得
す
る
健
康
情
報
上
勝
町
診
療
所
所
長  

幸
田
朋
也

No.324

虫
さ
さ
れ
に
つ
い
て



こどもの日 振替休日

休　診

☎  44-5010
IP  050-3438-7872
Ｆ  44-5011FAX

医科受付  8時30分～11時30分/14時～16時30分
　　　　  水曜日午後/15時～16時30分
歯科受付  8時30分～11時30分/13時～16時30分

５月20日㈫13時30分～15時
コミュニティセンター

人権・行政・厚生・福祉、家庭内や近隣との悩み事な
どなんでもお気軽にご相談ください。心配ごと相談
の日以外のご相談は上勝町社会福祉協議会まで。

月～金　7時30分～14時
土・日　7時30分～15時30分
ゼロ・ウェイストセンター
〇廃タイヤ…１㎏までごとに100円
〇廃消火器（20型以下）

　 … リサイクルマーク 有→無料
無→550円

〇特定家電（テレビ・エアコン・洗濯機・衣類乾燥機・冷蔵庫）
　 … リサイクル料金と運搬手数料
IP 050-3438-8110

（廃タイヤ・廃消火器・特定家電）

※５月６日は休講です。
※ 短時間の受講も可能です。

☎  46-0302
IP  050-3438-8001
Ｆ  46-0302医科受付・診療　13時～14時30分 FAX

幸　田

山　本 幸　田

山　本 幸　田

山　本

山　本

幸　田

幸　田

障がい児者の支援、相談を受け付けていま
す。障がい者手帳の取得、補装具、住宅改修、
障がい福祉サービス等どんなことでもお手
伝いいたします。お気軽にお電話ください。

相談支援事業所ぱーとなー

※外来担当医は急患等により変更になることがあります。ご了承ください。

　発熱や咳など風邪症状がみられる場合の受診は、他の患者さまと接触しない
よう、診察時間を次のとおり設定していますので、ご理解・ご協力をお願いします。
○発熱外来診察時間 … 月曜日～金曜日　  各日 11時～12時
※上記時間外も可能な限り対応しますので、まずはお電話をお願いします。

発熱などがある場合の受診について（発熱外来）

午　前

午　後
医 科

歯　　科

幸　田

幸　田

住　吉

住　吉

住　吉

幸　田

幸　田

幸　田 幸　田

幸　田 幸　田

樫　原

樫  原
幸  田

診
検

樫　原

樫  原
幸  田

診
検

樫　原

樫  原
幸  田

診
検

樫　原

樫  原
幸  田

診
検

樫　原

樫  原
幸  田

診
検

午　前

午　後
医 科

歯　　科

午　前

午　後
医 科

歯　　科

午　前

午　後
医 科

歯　　科

午　前

午　後
医 科

歯　　科

山　本
13時～15時休診

幸　田山　本
13時～15時休診

幸　田

住　吉

幸　田

山　本
13時～15時休診

山　本
13時～15時休診

全期分（種別割）

１期分



令和７年度　会計年度任用職員募集
　上勝町では、下記のとおり令和７年度上勝町会計年度任用職員を期間限定で募集します。
　ご希望の方は、申込書を令和７年５月23日（金）までに上勝町役場建設課へ提出してください。（郵送可、
当日消印有効）　
　申込書・募集要項は、上勝町役場建設課に備えております。また、上勝町ホームページに掲載してい
ます。

■応募資格　１．日本国籍を有する者
　　　　　　２．地方公務員法第16条（欠格事項）に該当しない者
■試 験 日 令和７年５月下旬予定（詳細は個人宛に通知します。）
■試験場所 上勝町役場
■試験内容 面接等による選考試験
■加入保険　雇用保険、労災保険、健康保険、厚生年金など（加入条件を満たせば加入）
■休　　暇　年次有給休暇、特別休暇など

注）採用までに関係条例、規則等の改正が行われた場合は、その定めるところにより変更します。
　　時間外勤務（休日勤務等）がある場合があります。

詳細は募集要項で確認してください。

【お問い合わせ】　上勝町役場総務課　〒771-4501　徳島県勝浦郡上勝町大字福原字下横峯3番地1
　　　　　　　　☎46‒0111　IP050‒3438‒8071

1  会計年度任用職員

労 務 員
・県道、町道等の維
持管理（除草・支
障木の枝打ち・側
溝の土砂除去等）

月給
220,000円～
241,400円　
期末勤勉手当

・普通自動車運転免許
・草刈り機を使用できる方
・体力に自信がある方

①８時30分～17時15分
②月～金の週５日
③７ヶ月（６月～12月）

３
人

建 設 課
（上勝町内現場）1

職    種番
号

配属先
（主な勤務場所）

人
数主な職務内容 必要な資格・経験等 給料・報酬等

主な勤務条件
①勤務時間
②勤務日数
③任用期間

　各集落等の話し合いの場であり、集落活性の拠点となっている地域の集会所を修繕する場合
に平成19年度から補助金を交付しております。老朽化し、大規模修繕の必要がある集会所につ
いては下記を参考に補助金申請してください。
１　補助対象経費（原材料費＋大工賃）の２／３
２　補助金の上限　30万円
３　補助金の利用制限　５年経過後に再度利用可能
　現在利用されている集会所が補助金の対象になるかなど、詳しくは総務課までお問い合わせ
ください。

いてついつにつにつ勝町地域集会所修繕工事補助金に上勝町地域集会所修繕工事補助金について工地域集会所修繕工事補助金について上勝町地域集会所修繕工事補助金につ勝町地域集会所修繕工事補助金につい上勝町地域集会所修繕工事補助金について上勝町地域集会所修繕工事補助金について上勝町地域集会所修繕工事補助金について

【お問い合わせ】　総務課 ☎46-0111   IP050-3438-8071



　徳島県内の高齢者・障がい者福祉施設（計約45施設）が参加し、福祉のお仕事の魅力を発信
します。
　福祉・介護関係の資格がある方もない方も大歓迎！
詳細はアイネットHPをご覧下さい。

〇参加無料・申込不要
　日時： 令和7年6月7日（土）　13時～ 15時30分
　場所： 四国大学　スポーツ健康館 （徳島市応神町古川字戎子野123-1）

《お問い合わせ》徳島県社会福祉協議会 徳島県福祉人材センター アイネット
　　　　　　　　徳島市中昭和町1－2  徳島県立総合福祉センター 3Ｆ
　　　　　　　　TEL：088-625-2040

福祉就職転職ガイダンス２０２５を開催します

後期高齢者医療の被保険者の方へ
令和７年４月１日から入院時の食事代が変わります

所得区分

※低所得Ⅱの方で「90日を超える入院」は、事前に認定申請をして長期入院該当の認定を受けていないと適
用されません。

※保険医療機関の施設基準等により、（　）内の場合もあります。
◎今回、低所得Ⅰの方は変更はありません。

一般・現役並み所得者
③④のいずれにも該当しない

指定難病患者
90日以内の入院
（過去12か月の入院日数）
90日を超える入院
（過去12か月の入院日数）※

令和７年
３月31日まで

令和７年
４月１日から

所得区分 令和７年
３月31日まで

令和７年
４月１日から

低所得Ⅰ

低所得Ⅱ

①

②

③

④

一般・現役並み所得者

低所得Ⅱ
低所得Ⅰ

低所得Ⅰ（老齢福祉年金受給者）

  ４９０円 ※                 
(４５０円)
２３０円
１４０円
１１０円

  ５１０円 ※                 
(４７０円)
２４０円
１４０円
１１０円

５１０円

３００円

２４０円

１９０円

１１０円

４９０円

２８０円

２３０円

１８０円

１１０円

〇入院した時の食事代（１食あたり）

〇療養病床に入院した時の食事代（１食あたり）

お問い合わせ先
・徳島県後期高齢者医療広域連合事務局事業課
　徳島市川内町平石若松78番地1　☎088-677-3666
・上勝町役場　住民課　☎0885-46-0111



　国民年金は20歳から60歳までのすべての方が加入することになっています。
　しかし、国民年金保険料を納めることが困難な学生には、本人の前年の所得が一定額以下の場合、
保険料の納付が猶予される「学生納付特例制度」があります。
■対象となる学生
　大学(大学院)・短大・高等学校・高等専門学校・専修学校および各種学校(知事の認可を受け
ている学校で修業年限が１年以上である課程) に在学する20歳以上の学生で、学生本人の前年
の所得が 128万円以下であるとき。
■手続き
　在学証明（原本）または学生証の写し、個人番号カードもしくは基礎年金番号通知書（年金手帳）
をお持ちになり、住民登録をしている市町村役場国民年金担当窓口で申請してください。（毎年
申請が必要です。）申請時点の2年１ヶ月前の月分まで遡ることができますが、申請が遅れると、
万一の際に障害年金が受け取れない場合がありますので、すみやかに申請してください。
■承認を受けた期間
　学生納付特例期間中の障害や死亡といった不慮の事故にあった場合には、障害基礎年金また
は遺族基礎年金を受けることができます。また、学生納付特例期間は、老齢基礎年金の受給資
格期間に算入されますが、老齢基礎年金の年金額には反映されません。
■保険料の追納制度
　承認された期間については、保険料を全額納付したときに比べ、受け取る年金額が少なくな
ります。このため、これらの期間は10年以内であれば、あとから保険料を納付することができ
る「追納制度」があります。なお、保険料の免除若しくは納付猶予を受けた期間の翌年度から
起算して３年度目以降に保険料を追納する場合には、承認を受けた当時の保険料額に経過期間
に応じ政令で定める額が加算されます。

学生の皆さん！「学生納付特例制度」をご存知ですか？

【お問い合わせ】　住民課 ☎ 46-0111　徳島南年金事務所 ☎ 088-652-1511

令和６年度　行政文書開示請求等処理状況（情報公開）
令和６年３月現在

行政文書名又は件名 件数 決定内容（件）
全部開示 部分開示 非開示 取下げ

令和６年度上勝町移動式捕獲鳥獣処理設備導入事業に関すること
令和５年度森林管理担手活動施設に関すること
鳥獣被害防止総合対策交付金に関すること
一般社団法人かみかつ森林環境公社に関すること
山林管理意向調査に関すること
町職員の社会保険料等の町負担分の平均月額に関すること

3

4
2

2
1

1
1

1

5
3
3
2
1
1

　詳細は町ホームページをご覧ください。 【お問い合わせ】　情報公開総合窓口　総務課
　　　　　　　　☎46－0111
　　　　　　　　IP 050－3438－8071



移住定住促進・空き家対策推進事業
令和４年度から令和８年度　５ヶ年事業（地方創生の加速化を図る取り組み）

　予算の範囲以内での実施となりますので、補助金の交付を希望する場合は、企画環境課担当までお
申し込みください。（年度内に完了するものに限ります）

１．新築住宅工事費、中古住宅（空き家）購入費補助金
　　（一人１回限り）
　　①入居する新築住宅工事費（延べ床面積50㎡以上280㎡未満の住宅の新築）
　　②中古住宅（空き家）購入費
　　　補助額：（１）Ｕ・Ｉ・Ｊターン者かつ20歳以上50歳未満－事業費の2/3　限度額150万円
　　　　　　　（２）20歳以上50歳未満－事業費の1/2　限度額100万円
　　　　　　　（３）50歳以上－事業費の1/3　3万円～30万円
　　　　　　　　　　（上勝町空き家バンクに登録の場合は追加の補助あり）

２．中古住宅（空き家）改修（リフォーム）補助金
　　（５ヶ年で限度額まで一人２回まで、同一の住宅・建築物は２回まで）
　　（同一年度内の申請は１回まで）
　　①居住する住宅の改修
　　②中古住宅（空き家）に入居する場合の改修
　　③地域活性化に資する施設として活用するための改修（住宅性能向上リフォーム）
　　　補助額：（１）Ｕ・Ｉ・Ｊターン者かつ20歳以上50歳未満－事業費の2/3　限度額150万円
　　　　　　　（２）20歳以上50歳未満－事業費の1/2　限度額100万円
　　　　　　　（３）50歳以上－事業費の1/3　3万円～ 30万円
　　　　　　　　　　（上勝町空き家バンクに登録の場合は追加の補助あり）
　　　　　　　（４）年齢要件なし（空き家の所有者または相続人）－事業費の1/3　30万円

３．空き家整理費補助金
　　①空き家の住宅内整理に必要な家財道具等の運搬処分
　　②屋内外の清掃費
　　補助額：（１）年齢要件なし（空き家の所有者または相続人）－事業費の1/2　10万円
　　　　　　（上勝町空き家バンクに登録が必要）

●用語について
①Ｕ・Ｉ・Ｊターン者（５年以内）とは、直近に３年以上町外で居住し転入してから５年を経過し
ない方。
②空き家とは上勝町空き家バンクに登録された住宅・建築物で５年から10年以上賃貸又は売却可
能な物件。
③改修及びリフォームとは、住宅性能向上リフォームで専門技術者（事業者）が見積もり、事業者
が施行するものに限る。
④住宅性能向上リフォームとは、住宅の定義を満たす建物として、屋根や外壁、水回り（トイレ・風呂・
台所）、いずれかの改修を含む改修とする。
⑤地域活性化に資する施設とは、宿泊所・店舗等（例：飲食店・商店等）のことをいう。事業継承
や町の地域活性化が図られる場合に限る。

※それぞれ５年または10年以上定住・活用することが本補助金の要件となります。
※テラス・ウッドデッキ等の趣向的なもの、カーポートや外構工事、納屋・倉庫や農業等の作業場
の新築・改修は、補助対象外。
※土地・建物の相続登記（名義変更）がされていない物件については補助対象外。



野尻名　中・下樫原地区（実施前） 集会所進入道の舗装（実施後）

福川名　作り道地区（実施前） 用水路管理道整備（実施後）

市宇名　上市宇地区（実施前） 支障木の伐採（実施後）

　本町では、上勝町美しい集落再生プラン支援事業により、名及び集落が実施する課題解決等の取り組
みを支援し、共に協働して持続可能な美しいまちづくりを推進しています。集落の皆様におかれまして
は、日頃より集落の維持・活性化にご尽力いただきありがとうございます。
　令和６年度では、名及び集落から22件の申請があり、支障木の伐採や集落道の補修等の景観整備事
業が実施されました。令和７年度も引き続き事業をいたしますので、希望のある地域は10月末を目安
に補助金申請書類のご提出をいただき、年度内の事業完了を計画して実施してください。なお、概算払
の請求がある場合は２月末までにお願いいたします。
　また、移住支援や集落再生支援、空き家等対策、地域づくりにおいても引き続き取り組んでまいりま
すので、ご協力のほどどうぞよろしくお願いいたします。 （企画環境課）

上勝町持続可能な美しいまちづくり
令和６年度 集落再生の取り組みについて（報告）

                               

みょう



上勝町持続可能な美しいまちづくり
令和７年度上勝町美しい集落再生プラン支援事業補助金
　予算の範囲以内での実施となりますので、補助金の交付を希望する場合は、企画環境課担当までお申
込みください。（年度内に完了するものに限ります）

（審査基準）　自治組織の課題解決に向けた取り組みについて資金面において支援するものですが、
2040年に町人口を1,000人とする目標があることから、環境及び景観の保全、地域活性
化や空き家対策、若い世代の移住定住促進の加速化を目的とする取り組みを優先し採択
します。下記の基本条例第８条（１）～（６）、（11）を優先し支援します。

第８条　自治組織は、課題の解決等を図るため、特に次の事項に取り組むものとする。
（１）環境及び景観の保全
（２）町民等が所有し、又は使用する土地及び建物等の適切な管理
（３）空き家の登録並びに売買及び貸借のあっせんに対する支援
（４）新規移住者に対する支援
（５）後継者に対する支援
（６）新規就農者に対する支援
（７）高齢者等に対する支援
（８）農林水産業に対する支援
（９）鳥獣被害対策に対する支援
（10）地域の伝統及び文化の保存
（11）ふるさとを愛しふるさとを活性化する人づくり
（12）災害の予防、避難及び救助
（13）その他自治組織が実施することがふさわしいと思われる事業

上勝町持続可能な美しいまちづくり基本条例(自治組織の役割)

【お問い合わせ】企画環境課　☎46-0111　IP 050-3438-8071

項　　　目 内　　　　容 備　　　　考

自治組織単位または集落単位、集落
単位の連携体

申請は年間一回限りとする。集落
とは、町の行政区集落による。                 
当初申請の変更は可能。

講師の謝礼及び費用弁償費、通信運
搬費、消耗品費、印刷製本費、借上料、
原材料費等

再生プラン実行のための経費である
こと。（軽トラ、草刈り機、チェーンソー
などの借り上げは対象外とする。）

工事請負費、委託料、食料費、人件費、
飲み物類等

申 請 者

補助対象経費

補助対象外経費

補 　 助 　 額

朝食、昼食、夕食など食事代、ジュー
ス、ビールなどの飲み物代

　上勝町持続可能な美しいまちづくり基本条例第８条の課題解決等を図る
ために取り組む事業であるかを審査し補助額を決定します。
　当該会計年度の補助金限度額は１申請あたり500,000円以内です。

対
象
経
費
の
内
容



木
造
住
宅
耐
震
診
断
支
援
事
業

〇
対
象
要
件

　
平
成
12
年
５
月
31
日
以
前
に
着

工
さ
れ
た
３
階
建
て
ま
で
の
住
宅

　
現
在
居
住
し
て
い
る
又
は
居
住

す
る
予
定
の
あ
る
住
宅

　
在
来
軸
組
工
法
、
伝
統
構
法
、

枠
組
壁
工
法
に
よ
り
建
築
さ
れ
た

木
造
住
宅
（
プ
レ
ハ
ブ
除
く
）

〇
自
己
負
担
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料

〇
募
集
戸
数

５
戸

木
造
住
宅
補
強
計
画
支
援
事
業

〇
対
象
要
件

　
「
耐
震
診
断
支
援
事
業
」
の
評

点
が
1.0
未
満
と
判
定
さ
れ
た
住
宅

で
、
耐
震
性
を
向
上
さ
せ
る
工
事

を
行
う
住
宅　

　
（
耐
震
診
断
を
受
け
ら
れ
た
時

期
が
平
成
25
年
度
以
前
の
場
合
は
、

再
度
、
耐
震
診
断
か
ら
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。）

〇
自
己
負
担

無
料

〇
募
集
戸
数

５
戸

木
造
住
宅
耐
震
改
修
支
援
事
業

〇
補
助
対
象
住
宅

　
「
耐
震
診
断
支
援
事
業
」
の
評

点
が
1.0
未
満
と
判
定
さ
れ
た
住
宅

●
補
助
要
件

①
改
修
後
の
評
点
を
1.0
以
上
に
向
上

②
高
さ
1.5
ｍ
以
上
の
家
具
を
固
定

③
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
（
分
電
盤
タ

イ
プ
）
を
設
置

④
県
登
録
の
耐
震
改
修
施
工
者
が

施
工

⑤
工
事
時
の
の
ぼ
り
旗
の
設
置
等

の
啓
発
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の
協
力
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び
エ
シ

カ
ル
消
費
（
県
産
材
利
用
や
廃

棄
物
の
削
減
な
ど
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の
取
組

〇
補
助
金
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０
万
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４
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和
８
年
度
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万
円

↓
２
１
０
万
円
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〇
耐
震
改
修
促
進
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点
1.0
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上
の
耐
震
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事
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と
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得
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固
定
資
産
税
の
減
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措
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受
け

ら
れ
る
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あ
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ま
す
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〇
募
集
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１
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耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
設
置
支
援
事
業

〇
補
助
対
象
住
宅

　
「
耐
震
診
断
支
援
事
業
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1.0
未
満
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判
定
さ
れ
た
住
宅

〇
補
助
要
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①
徳
島
県
が
認
定
す
る
耐
震
シ
ェ

ル
タ
ー
又
は
耐
震
ベッ
ト
を
設
置

②
高
さ
1.5
ｍ
以
上
の
家
具
を
固
定

③
県
登
録
の
耐
震
改
修
施
工
者
が

施
工

④
工
事
時
、
の
ぼ
り
旗
設
置
や
ア
ン

ケ
ー
ト
等
の
啓
発
活
動
へ
の
協
力

（
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
の
場
合
）

〇
補
助
金

・
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
設
置
の
場
合

最
高
80
万
円（
補
助
率
４
／
５
以
内
）

・
耐
震
ベ
ッ
ト
設
置
の
場
合　
　

最
高
40
万
円（
補
助
率
４
／
５
以
内
）

〇
募
集
戸
数　
１
戸

住
ま
い
の
ス
マ
ー
ト
化
支
援
事
業

〇
補
助
対
象
住
宅

　
「
耐
震
改
修
支
援
事
業
」
ま
た

は
「
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
設
置
支
援

事
業
」
と
併
せ
て
行
う
も
の

　
「
耐
震
診
断
支
援
事
業
」
の
評

点
が
1.0
未
満
と
判
定
さ
れ
た
住
宅

〇
補
助
要
件

　
情
報
通
信
技
術
や
人
工
知
能
を

活
用
し
た
設
備
を
設
置
す
る
工
事

・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
工
事

・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
工
事　
等

〇
補
助
金

最
高
30
万
円（
補
助
率
２
／
３
以
内
）

〇
募
集
戸
数　
１
戸　

住
宅
の
住
替
え
支
援
事
業

〇
補
助
対
象
住
宅

　
「
耐
震
診
断
支
援
事
業
」
の
評

点
が
0.7
未
満
と
判
定
さ
れ
た
住
宅

　
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着

工
さ
れ
た
も
の

〇
補
助
要
件

①
現
在
居
住
す
る
住
宅
の
全
て
を

除
却
す
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も
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空
き
家
は
不
可
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②
現
地
で
の
建
替
え
又
は
県
内
で

の
住
替
え
の
た
め
の
除
却
工
事

③
建
設
業
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解
体
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録
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あ
る
解
体
業
者
が
施
工

〇
補
助
金

　
最
高
30
万
円（
補
助
率
２
／
５
以
内
）

〇
募
集
戸
数　
１
戸

減
災
化
支
援
事
業

〇
補
助
対
象
住
宅

　
平
成
12
年
５
月
31
日
以
前
に
着

工
さ
れ
た
住
宅（
非
木
造
を
含
む
）

　
現
在
も
居
住
し
て
い
る
住
宅

〇
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高
齢
者
単
身
世
帯

・
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齢
者
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世
帯

・
要
支
援
ま
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要
介
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世
帯

・
障
が
い
者
手
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所
有
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が
い
る

世
帯

〇
補
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件

・
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具
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配
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窓
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防
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減
災
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施

・
町
が
派
遣
し
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大
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等
が
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工

す
る
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と

・
分
電
盤
タ
イ
プ
の
感
震
ブ
レ
ー

カ
ー
を
設
置
す
る
こ
と

〇
補
助
金

　
家
具
固
定
な
ど
の
減
災
化
：
補

助
率
４
／
５
で
上
限
１
万
６
千
円

（
自
己
負
担
４
千
円
）

　
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
：
実
費
を
超

え
な
い
範
囲
で
上
限
10
万
円

〇
募
集
戸
数

　
家
具
固
定
な
ど
減
災
化　
５
戸

　
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー　
　
　
１
戸

■
募
集
期
間

　
令
和
７
年
12
月
19
日（
金
）ま
で

※
交
付
決
定
後
、工
事
等
に
着
手
し
、

令
和
８
年
２
月
13
日（
金
）ま
で

に
工
事
を
完
了
し
、町
へ
完
了
実

績
報
告
書
が
提
出
で
き
る
こ
と

　
（
募
集
件
数
に
な
り
次
第
、受
付

を
終
了
し
ま
す
。）

■
申
込
先

　
上
勝
町
役
場　
建
設
課

　
関
係
書
類
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、

役
場
建
設
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
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設
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替
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援
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減
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化
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業
※
新
規
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業

上
勝
町
木
造
住
宅
耐
震
化
促
進
事
業
の
ご
案
内

　

自
宅
の
耐
震
強
度
が
心
配
な
方
、
耐
震
化
工
事
や
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
の
設
置
、
建
替
え
等

を
お
考
え
の
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
事
業
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
！

　

地
震
被
害
を
少
な
く
す
る
た
め
に
も
、
既
存
住
宅
の
耐
震
化
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
第
一

歩
は
耐
震
診
断
で
す
。

　

上
勝
町
で
は
木
造
住
宅
耐
震
診
断
、
木
造
住
宅
補
強
計
画
と
も
に
無
料
で
す
！

木
造
住
宅
耐
震
診
断
支
援
事
業

木
造
住
宅
補
強
計
画
支
援
事
業



　地震時等に倒壊等により道路を閉塞するおそれ
のある、老朽化した危険な空き家の除却を行う場
合に、除却工事費の一部を補助します。

◦対象要件（以下の条件を全て満たす必要があり

ます。）

１．町内の住宅で、現に住宅の用に供されていな
いもの

２．構造一般の程度、構造の腐朽又は破損の程
度等を不良度判定基準に基づき、点数が100
点以上になるもの（判定は空き家判定士が行う）

３．倒壊すれば接面（前面）道路を閉塞し、避難・救助活動に支障をきたす恐れがあるもの（図
１．参照）

◦対 象 者（以下の条件を全て満たす必要があります。）

１．建物または土地の所有者等（相続人を含む。建物と土地の所有者が異なる場合は、双
方の同意書が必要です。）

２．町税の滞納がない方
合は、原則としてそれら全員の同意が必要です。

◦対象となる工事（以下の条件を全て満たす必要があります。）

１．建設業法による許可または建設リサイクル法による登録を受けた県内の業者が請け負う
こと

２．補助金の交付決定後に行われること
３．他の制度による補助を受けていないこと
４．補助対象住宅の全てを除却すること
５．補助対象住宅の建替えを目的とした工事でないこと

◦補 助 金 除却費用の４／５以内で最高80万円まで

◦募集戸数 ２戸

◦注意事項 建物を除却することにより、翌年度より土地にかかる固定資産税が増加する
場合があります。

◦募集期間 令和７年12月19日（金）まで

◦申 込 み 建設課　関係書類及び詳細等につきましては、建設課へお問い合わせください。

45°

空家の敷地道

境 界

図１

【お問い合わせ】　建設課 ☎46-0111　IP 050-3438-8071



　徳島県企業局は、水力発電事業に係る県営発電所またはダム（以下「県営発電
所等」という。）が所在する町及びその水源地域において、地域の活力や魅力づ
くり等を推進する活動及び環境保全に向けた活動を支援しています。

  補助対象者
⑴ 県営発電所等が所在する町及びその水源地域を有する町
　 勝浦町、上勝町、那賀町、美波町
⑵ 上記の町で活動する　①法人（第３セクター、民間企業、特定非営利活動法人等）
　　　　　　　　　　　 ②任意団体（ボランティア団体等）
　　　　　　　　　　　 ③小、中学校等

  補助対象事業
　ソフト事業に限ることとし、県営発電所等が所在する町及びその水源地域（美波町につい
ては赤松地区に限る）で実施される、次に掲げる事業です。
型　⑴ 水源地域におけるイベント等の実施により、地域の活性化及びインバウンドの推進を

図る事業
型　⑴ ダム及び河川の保全に寄与する事業
　　　⑵ 自然エネルギー及び環境保全学習を通して、次世代を担う人材育成を推進する環境教

育事業

  補助金額
　補助対象経費から寄付金その他の収入額を控除した額です。ただし、Ⅰ型については80万
円を、Ⅱ型については50万円を限度とし、1,000円未満の端数は切り捨てます。

  提出について
　⑴ 提出期限　 型・ 型　５月９日（金）

【お問い合わせ】   企画環境課　☎46-0111　IP 050-3438-8071

　空き家等（町内の空き家・空き建築物）を改修して、移住者向け住宅又は地域の活性化に資する施設と
して活用する改修工事に対して補助を行います。
（移住者向け住宅・宿泊施設・物品販売等を営む店舗・飲食店等）
１　空き家とは、改修工事をする際に使用されておらず、かつ、今後も居住される見込みのない住宅をい
う。空き建築物とは、改修工事をする際に使用されておらず、かつ、今後も従来の用途に供される見込
みのない建築物をいう。
２　対象者　所有者又は事業者（税金等滞納がない方）
３　補助金　対象経費の３分の２以内かつ上限３２０万円
４　要　件　① とくしま地方創生空き家判定士による空き家判定業務を行ったもの。
　　　　　　　 （空き家判定業務81,480円に対して自己負担金8,000円を要します。）
　　　　　　② 改修後の建築物が耐震性を有するもの。
　　　　　　③ 10年以上活用されるもの。
　　　　　　④ 補助金交付決定後、令和８年２月13日（金）までに事業が完了し実績報告書が提出できること。
５　募集戸数　１戸
６　申込期限　令和７年７月31日（木）まで　・募集件数になり次第、受付を終了します。
　　　　　　　複数件申し込みがあった場合は、選考基準に照らし合わせ決定します。
７　申込・お問い合わせ先　企画環境課（空き家対策担当）　☎46-0111  IP 050-3438-8071

募集！「空き家スマートリノベーション支援事業
空き家再生等促進事業補助金」のご案内

募集！「空き家スマートリノベーション支援事業
空き家再生等促進事業補助金」のご案内

募集！「空き家スマートリノベーション支援事業
空き家再生等促進事業補助金」のご案内

徳島県企業局ダム水源地サポート事業



町営住宅入居者募集 !
　入居にあたっては、地域の自治組織に加入できる方に限ります。

●複合住宅 上勝町に移住・定住を希望する者であること。

傍示複合 鉄筋コンクリ－ト 3階建 308号室 世帯 ３DK 37,500 円 傍示字下地69番地

上寺内 鉄筋コンクリ－ト 2階建 F-1 号室 世帯 ２DK 28,000 円 正木字寺内14番地2

住宅名 構造・階数 部屋番号 対象世帯 間取り 家賃（共益費含む） 住　　所

●単独住宅 上勝町内に住所を有することができる者であること。

F-1 号室
47,000 円中　津 木造２階建 世帯 ３LDK 正木字中津74番地1

F-2 号室

●入居申込資格
（１）世帯部屋は同居する親族（内縁関係にある方及び婚約者を含む）がいること。 
（２）町に定住し、地域発展に貢献できる者であること。 
（３）現に住宅に困窮していること。 
（４）申込者及び同居する親族が、暴力団員でないこと。 
（５）申込者及び同居する親族が、国税・地方税の滞納をしていないこと。

●全戸共通
○入居申込受付期間　５月２日（金）～５月23日（金）
・受付期間内に申込みがなかった場合は、随時受付となります。

○申込方法　      
・建設課にある申込用紙に記入の上、申込者及び連帯保証人の所得証明及び納税証明書と合わせて申込みください。
　なお、連帯保証人は保証能力があり、かつ国税・地方税の滞納がない方を選任してください。

○注意事項      
・町営住宅では犬猫等のペットの飼育は禁止しております。
・入居の際には、敷金（家賃の３ヶ月分）が必要です。
・その他、必要な設備については各戸で異なりますので、詳細はお問い合わせください。

傍示複合住宅 世帯用 308 号室

町複合住宅 町単独住宅中津住宅

【お問い合わせ】　建設課　☎ 46-0111　IP 050-3438-8071

上寺内住宅 世帯用　F-1 号室
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☆と　き ５月28日（水）　午前10時～午後３時まで
☆ところ　コミュニティセンター
☆内　容 ① 開講式
　　　　　② 記念講演『生きがいをもって健康な生活を』
　　　　　　　 講師：上勝町診療所長　幸田　朋也　氏
　　　　　③ 健康講座『夏に向けての体づくり』
　　　　　　　 講師：鍼灸師・柔道整復師　八百原　侑希　氏
☆福祉バスは八重地を８時30分に出発し、福川を９時20分に出発します。
☆高齢者教室は年齢や所属に関係なく、どなたでも参加できます。皆様のご参加をお待ちして
おります。

高齢者教室のご案内第1回

【申込み・お問い合わせ】教育委員会　☎45-0111   IP  050-3438-7311

【お問い合わせ】教育委員会 ☎ 45-0111　IP 050-3438-7311

日　時 ５月17日（土）13時開始

予備日 ５月18日（日）

要　項　○１チーム３名
○町内在住者もしくは町内事業所へ勤務する者もしくは上勝町スポーツ協会が設け
る部の部員。
○小学校３年生以上。子どもが参加される時は３名の内１名は保護者もしくは大人
の方とチームを組むことが条件となります。
○大会中の事故などについては主催者では一切責任を負いません。

注意事項
　１チームの人数が３名となっておりますのでお間違えのないようにお願いします。２チー
ム１組で各ホールを競技し、相互に得点を付けるようになりますのでご協力よろしくお願い
します。

参加お申し込み
　５月13日（火）（必着）までにチームの名簿を
教育委員会まで提出してください。

上勝町スポーツ協会主催事業
第58回彩杯グラウンドゴルフ大会

うになりますのでご協力よろしくお



【お問い合わせ】教育委員会 ☎ 45-0111　IP 050-3438-7311
本のリクエストも随時募集中です。お気軽に教育委員会へご連絡ください。

新しく購入した本を紹介します！
　役場支所の教養娯楽室に貸出図書がございますので、皆様お気軽にお立ち寄りください。（平
日の８時30分から17時の間、会議等で教養娯楽室を使用していない時間のみ貸出できます。）

すごい真言

発達障害の子どもの心と行動がわかる本

せつない動物図鑑

ハリーポッターと呪いの子

また、同じ夢を見ていた

トットちゃんの15つぶのだいず

あつあつを召し上がれ

終点のあの子

ナイルパーチの女子会

奥様はクレイジーフルーツ

注文の多い料理小説集

ミナトホテルの裏庭には

月のぶどう

今日のハチミツ、あしたの私

架空の犬と嘘をつく猫

彼女が天使でなくなる日

水を縫う

魔女と過ごした七日間

卒業

学生街の殺人

魔球

十時屋敷のピエロ

仮面山荘殺人事件

天使の耳

ある閉ざされた雪の山荘で

同級生

名探偵の呪縛

しのぶセンセにサヨナラ

むかし僕が死んだ家

虹を操る少年

浪花少年探偵団

天空の蜂

赤い指

片想い

秘密

どうぶつのなきまね いち にの さん

あかちゃんごきげん しゃかしゃか

こいごころ

にゃんこ四文字熟語辞典

桂浜水族館ダイアリー

海辺の小さな物語

どろぼうねこのおやぶんさん

どろぼうねこ うみのうえ

TJ  MOOK １日で身について一生役立つ！Chat GPT最強の仕事術

Chat GPTビジネス活用アイディア辞典
―仕事の悩みを解決するプロント決定版

図解入門ビジネスマネジメントに役立つ心理的安全性がよくわかる本
―今の時代を生きるリーダーに求められるスキル

機嫌のいいチームをつくる

「すぐやる」よりはかどる！仕事を「短くやる」習慣

テクノロジー脳のつくりかた
―理系人間が日常的にやっているアタマの体操

プレイフル・シンキング決定版―働く人と場を楽しくする思考法（決定版）

Century Books 人と思想 105ペスタロッチ（新装版）

光文社古典新訳文庫 社会契約論/ジュネーヴ草稿

世界一やさしい「才能」の見つけ方
―一生ものの自身が手に入る自己理解メソッド

世界一やさしい「やりたいこと」の見つけ方
―人生のモヤモヤから解放される自己理解メソッド

物に囲まれてすっきり暮らす―景色を変える片付け

片付け０ですっきり暮らす―稼働率が上がる収納術

ひとりで着物が着られる帯を切らずにつくれるかんたん作り帯

タイトル



　国から住民へ地震・津波や武力攻撃等の緊急情報を伝達するＪアラート
（全国瞬時警報システム）の全国一斉情報伝達試験(内閣府)が実施されます。
　これに伴い、上勝町でも防災行政無線（屋外スピーカー）を通じて試験
放送が流れます。

～ 全国一斉情報伝達試験（内閣府） ～
　訓練日時　　令和７年５月28日(水)　午前11時ごろに実施します。
　放送内容　　「これは、Ｊアラートのテストです。」 （３回くりかえし）

※町内に設置してある防災行政無線から、一斉に放送されます。

　【注意事項】　当日の災害発生状況、気象状況により中止になる場合があります。
　　　　　　　実際の災害等とお間違えのないようご注意ください。

5月28日㈬

【お問い合わせ】総務課　☎46-0111   IP 050-3438-8071

　家畜伝染病発生予防のためには、家畜所有者の方々に日頃から適切に飼育衛生管理をしてい
ただくことが大切です。
　家畜伝染病予防法により、対象となる家畜を１頭羽でも飼育する全ての所有者には家畜飼育
衛生管理基準の遵守が求められるとともに、毎年１回、２月１日時点の飼育頭羽数を定期報告
することが義務づけられています。
　報告対象者は次の家畜所有者をいいます。

「牛・水牛・馬・鹿・めん羊・山羊・豚・いのしし・鶏・あひる・うずら・きじ・だちょう・ほろほろ鳥・七面鳥」
 ※畜産業を営む飼育者は、家畜保健衛生所が別途対応することになります。

○報 告 期 日　 令和７年６月６日（金）
○提　出　先　 産業課　・報告用紙は産業課に備え付けてあります。

愛玩鳥、山羊、いのしし等の家畜を少数飼育している方
（小規模飼育者）へのお知らせ

【お問い合わせ】　産業課 ☎46-0111   IP050-3438-8071

５月11日（日）に狂犬病予防注射と犬の登録の補正を行います。
■登録料（新規登録犬のみ）3,000円
■注射料　3,300円（生後91日以上の犬が対象です。）
■予診票　５月初旬に注射予診票をお送りいたしますので、記入のうえご持参ください。
※注射状況によっては、予定時間と多少前後することがありますので、ご了承ください。

時　　間 巡　回　場　所
13時00分～13時05分
13時10分～13時15分
13時20分～13時25分
13時35分～13時40分
13時45分～13時50分

福川
藤川
傍示
福原
旭

田村商店様横
役場支所裏
針木様宅前三つ角
コミュニティセンター前駐車場
堂平橋（集落センターへの橋前）

【お問い合わせ】住民課　☎46-0111　IP 050-3438-8071



（アレルギー対応についてはご相談ください）
（都合によりメニューを変更することがあります）

み ん な の 食 堂
上勝キッチ ンあぐり家

「子ども」も「元子ども」も、どなたでも、皆さんご一緒に、
ぜひ、晩ご飯食べに来てください。毎月１回、開催予定です。

申込み：５月3日より先着80食（定数に達し次第締め切ります）
こちらのQRコードからお申し込みください ➡

お願い： 当日37.5℃以上の発熱や体調不良がある場合は、利用をお控えください。
　　　　★調理などをお手伝いくださるボランティアさん、大歓迎です。

連絡＆問い合わせ先：あぐり家事務局（酒井） TEL ０８０－５６６９－３２８２
スタッフ：北山千晶　高石敏子　新田博枝　酒井里美

〈この活動は「とくしま子どもの居場所づくり推進基金」の助成を受けています〉

イベントアイコン一覧

まるごとかみかつ案内所まるごとかみかつ案内所
　イベントカレンダー！　イベントカレンダー！
まるごとかみかつ案内所まるごとかみかつ案内所
　イベントカレンダー！　イベントカレンダー！
まるごとかみかつ案内所
　イベントカレンダー！

町内のイベントが

一目でわかる♪

スポーツ体験

令和７年５月２３日 金
場所：上勝町コミュニティセンター

１７:００～２０:００
（ラストオーダー１９:３０） 



かみかつMAB（BR）活用会議を設立しました
代表：大山沙代美

　４月17日（木）に、上勝町における生物保全と暮らしの持
続可能な発展を目的とした「かみかつMAB（BR）活用会議」
を設立しました。MAB（BR）とは、国連が掲げる生物圏保
全地域のことで、自然保護と人間の生活が両立する持続可
能な発展をめざす仕組みです。2024年より、「かみかつ棚
田未来づくり協議会」主催で勉強会をおこない、本会議を
設立する運びとなりました。
　私たちは、「上勝町持続可能な美しいまちづくり条例」の
もと、高丸山・山犬嶽を保全する核心地域（中心）に据え、
上勝町内の棚田群や里山地域、そして将来的には上勝町全
域で自然保護と生活（いろどりやゼロ・ウェイストといった産業も含む）の両立をめざして活動してい
きます。

代　表：大山沙代美（上勝自然体験学習研究会　代表）
副代表：柳瀬武志（やいたか　代表）、
プロジェクトマネージャー：澤田俊明（（有）環境とまちづくり　代表）
正会員：やいたか、（株）かみかついっきゅう、上勝自然体験学習研究会、徳島大学

大学院社会産業理工学研究部鎌田研究室、上勝町、上勝町教育委員会
外部支援組織・個人：13団体、アドバイザー：15名　など

【お問い合わせ】月ヶ谷温泉　☎46-0203

構成メンバー



一般社団法人
株式会社もくさん株式会社もくさん株式会社もくさん



日　時：応相談
会　場：高鉾公民館
相談員：
　　かみかつQぴっとサポーター

【お問い合わせ】

かみかつQぴっと事務局〔戸田〕（教育委員会内）
☎ 45-0111　IP 050-3438-7311
Eメール
kyoiku_1＠kamikatsu.i-tokushima.jp

※秘密および個人情報は固く守られます。

相談のご希望がありましたら、
事前に事務局にご連絡ください。

かみかつQぴっと

ご縁談について相談会を行っています。
結婚を希望される独身男女の方、
親御様はお気軽にご相談ください！！

廃棄物処理法では、一部の例外を除き、何
人も廃棄物を焼却してはならないと禁止さ
れています。

【罰則】
５年以下の懲役もしくは1,000万円以下の
罰金又はこの併科
法人は、両罰規定で３億円以下の罰金

焼却禁止の例外となる焼却行為であっても、
むやみに燃やしてよいということではなく、
場合によっては、違反に問われることもあ
ります。
全国的に、野外焼却を原因とした火災が多
発しており、大規模な火災に発展している
事案も見られます。

野焼きは
 やめましょう！！



つつしんでご冥福をお祈りいたします

令和７年４月１日現在

ご結婚おめでとう

新井　幸治さん（小松島市） …… 絵本
大谷　昇さん（勝浦町）…果物・お菓子

（　　）
（　　）
（　　）
（　　）
（　　）

夜間救急当番夜間救急当番夜間救急当番夜間救急当番

☎

☎

救急車の要請救急車の要請救急車の要請救急車の要請

☎

前月比

世帯数

△ 13
△ 7
△ 6
△ 4

人　口
男
女
世帯数

1,311
623
698
702

人
人
人
戸

正木
傍示
福原
生実
旭

人
人
人
人
人

452
241
171
195
252

225
125
98
113
141

（　　）
（　　）
（　　）
（　　）
（　　）

戸
戸
戸
戸
戸

○ 高齢化率 53.32%

△ 2
△ 4
△ 1
△ 1
△ 5

0
1

△ 1
△ 1
△ 3

平井　清子 さん　   99歳  ［ 旭 ］
中岡　祺量 さん　   84歳  ［福原］
松下　市治 さん　   95歳  ［傍示］
清井　好一 さん　 101歳  ［ 旭 ］　
中原　君子 さん　   95歳  ［正木］
武田日出子 さん　   91歳  ［傍示］ 
口スヱ子 さん　   93歳  ［正木］

田村　浩樹 さん  ［正　木］
河野　三輪 さん  ［徳島市］

3月の視察来町者数令和７年

※オンライン視察も含む

■徳島救急医療電話相談
夜間・休日の急な病気やけがなどの際、家庭でどのように対処すれ
ばよいか、すぐに医療機関を受診したほうがよいかなど判断に迷っ
たとき。
○固定電話（プッシュ回線）、携帯電話からは、（局番なしの）

☎＃7119
○＃7119を利用できない場合には、☎088-622-6530
■徳島こども医療電話相談(15歳未満のお子さん)
○固定電話（プッシュ回線）、携帯電話からは、（局番なしの）

☎＃8000
○＃8000を利用できない場合には、☎088-621-2365
■相談時間
月曜日から土曜日：午後６時から翌朝８時まで
日曜日・祝日・年末年始（12月29日～１月３日）：24時間対応

【注意】　相談はあくまでも助言であり、電話による診断・治療はでき
ません。

医師や看護師等に
電話で相談できます！

こんな時はご連絡を
お願いします。

　上勝町では、ごみをゴミステーション
まで持ち込む手段を持たないお宅への運搬
支援を行っており、ご家庭で分別していた
だいたごみを奇数月にご自宅へ収集にうか
がっています。
　申請の手続きについては右記のとおりです。

【申込・お問い合わせ】企画環境課　☎46-0111　IP050-3438-8071

16日㈮ 生実、傍示地区
15日㈭ 正木地区

19日㈪ 八重地、市宇、福原地区
20日㈫ 田野々地区

①役場企画環境課へ申請
②役場・民生委員からの認定
③登録
④奇数月に収集
（粗大ごみのみ有料。1車分につき
270円の負担金が必要です。）

手
続
き
の
流
れ

一般廃棄物運搬支援事業

インターネットおよびCATV・IP電話サービス
故障かな？…と思ったら下記までお問い合わせください。
お問い合わせ窓口 新規申込・解約・故障・各種変更など

☎
お問い合わせ



広
報
か
み
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令
和
７
年
５
月
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日
発
行
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月
１
回
発
行
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印
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こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

5
花 本 　 靖 氏岡 本 　 明 氏

新 田 勝 憲 氏 片 山 政 紀 氏

当　356票　花本　　靖　67歳　無所属
　　335票　田中　　寛　69歳　無所属
　　251票　酒井　直美　63歳　無所属

◇有効投票数…942票　◇無効投票数…9票

欠員３人…立候補４人
当　358票　岡本　　明　55歳　無所属 
当　241票　片山　政紀　50歳　無所属 
当　236票　新田　勝憲　75歳　無所属 
　　087票　石本　耕資　60歳　無所属 

◇有効投票数…922票  ◇無効投票数…28票 

上
勝
町
長
選
挙
及
び

上
勝
町
議
会
議
員
補
欠
選
挙
の

　
　
　
　
　
　
　

開
票
結
果
に
つ
い
て

　

令
和
７
年
４
月
24
日
任
期
満
了
に

伴
う
上
勝
町
長
選
挙
、
及
び
上
勝
町

議
会
議
員
の
欠
員
補
充
の
た
め
の
上

勝
町
議
会
議
員
補
欠
選
挙
を
令
和
７

年
４
月
13
日
に
執
行
し
、
即
日
開
票

に
よ
り
当
選
人
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

上
勝
町
長
選
挙
に
つ
い
て
は
、
現

職
の
花
本
靖
氏
を
当
選
人
と
決
定
し

ま
し
た
。

　

上
勝
町
議
会
議
員
補
欠
選
挙
に
つ

い
て
は
、
元
職
の
岡
本
明
氏
、
新
人

の
片
山
政
紀
氏
、
新
田
勝
憲
氏
を
当

選
人
と
決
定
し
ま
し
た
。

　

各
選
挙
の
開
票
結
果
に
つ
い
て
は

次
の
と
お
り
で
す
。

（
得
票
数
順
・
敬
称
略
）

　

上
勝
町
長
の
任
期
は
令
和
７
年
４

月
25
日
〜
令
和
11
年
４
月
24
日

　

上
勝
町
議
会
議
員
に
つ
い
て
は
現

在
の
任
期
を
引
き
継
ぐ
た
め
、
令
和

９
年
12
月
31
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　

当
選
証
書
付
与
式
に
つ
い
て
は
開

票
日
翌
日
の
４
月
14
日
に
上
勝
町
役

場
本
庁
で
行
わ
れ
、
上
勝
町
選
挙
管

理
委
員
会　

久
保
委
員
長
よ
り
、
当

選
者
に
対
し
て
当
選
証
書
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

上勝町長選挙開票結果

上勝町議会議員補欠選挙開票結果

○当日有権者数 1,171人
○投 票 総 数 951人
○投　票　率 81.21％

○当日有権者数 1,171人
○投 票 総 数 950人
○投　票　率 81.13％

投票の
状　況

投票の
状　況

当

当
当
当




